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日
本
三
大
霊
山
﹁
恐
山
﹂

　
現
世
と
来
世
を
繋
ぐ
場
所
。
比
叡
山
、
高

野
山
と
と
も
に
日
本
三
大
霊
山
に
数
え
ら
れ

る
恐
山
は
、
貞
観
４
年
（
８
６
２
年
）
に
慈

覚
大
使
に
よ
っ
て
開
山
さ
れ
、
天
台
宗
の
修

験
道
場
と
し
て
栄
え
、
い
っ
た
ん
廃
寺
と
な
っ

た
が
14
世
紀
に
曹
洞
宗
円
通
寺
に
よ
っ
て
再

興
さ
れ
た
。
風
車
が
カ
ラ
カ
ラ
と
ま
わ
り
荒
々

し
い
岩
場
の
合
間
か
ら
硫
黄
の
臭
い
が
立
ち

こ
め
る
様
子
は
地
獄
に
、
湖
を
と
り
ま
く
白

砂
の
浜
は
極
楽
に
見
立
て
ら
れ
て
い
る
。
開

山
期
間
中
、
多
く
の
参
拝
者
が
こ
の
地
を
訪

れ
る
が
、
中
で
も
７
月
20
日
か
ら
24
日
に
行
わ
れ
る
恐
山
大
祭
の
５
日
間
は

特
に
多
い
。

み
や
び
や
か
な
田
名
部
ま
つ
り

　
　
　
　︵
田
名
部
神
社
例
大
祭
︶

　

　
毎
年
８
月
18
日
か
ら
20
日
に
行
わ
れ
る
下
北
最
大
の

祭
り
（
田
名
部
神
社
例
大
祭
）。
北
前
船
に
よ
っ
て
伝

え
ら
れ
た
京
都
祇
園
祭
の
流
れ
を
く
む
と
い
わ
れ
、
お

囃
子
と
共
に
豪
華
絢
爛
な
山
車
が
市
内
を
練
り
歩
く
。

20
日
深
夜
、
５
台
の
山
車
が
一
堂
に
会
し
て
樽
酒
を
酌

み
交
わ
し
、
来
年
の
再
会
を
誓
う
「
五
車
別
れ
」
で
ク

ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
る
。

　
北
前
船
の
水
運
で
栄
え
た
田
名
部
に
約
３
８
０
年
以

上
前
か
ら
続
く
祭
り
。
山
車
や
囃
子
は
、
北
前
船
ゆ
か
り
の
近
江
商
人
を
通

し
て
京
都
祇
園
の
影
響
を
受
け
て
お
り
、「
北
の
み
や
び
」
と
称
さ
れ
る
。

旧
大
湊
水
源
地
水
道
施
設

　
明
治
42
年
（
１
９
０
９
年
）
に
東
北
で
最
初
に
建
設

さ
れ
た
近
代
水
道
施
設
。
海
軍
大
湊
要
港
部
水
道
部
に

よ
っ
て
建
設
さ
れ
、
昭
和
51
年
（
１
９
７
９
年
）
ま
で

む
つ
市
の
水
道
施
設
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。
現
在
は
桜

の
名
所
で
も
あ
る
。

　
近
代
水
道
施
設
史
上
で
も
歴
史
的
評
価
が
高
い
と
評

価
さ
れ
、大
湊
水
源
地
公
園
内
の
沈
澄
地
堰
堤（
動
力
ア
ー
チ
式
石
造
り
堰
堤
）

を
含
む
、「
旧
大
湊
水
源
地
水
道
施
設
」
が
昭
和
21
年
12
月
８
日
、
官
報
号
外

第
２
７
５
号
で
告
示
が
な
さ
れ
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
石
造
り
の
各
施
設
は
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
的
で
非
常
に
細
か
い
造
り
で

あ
り
、
明
治
後
期
に
お
け
る
石
造
河
川
構
造
物
の
技
術
水
準
の
高
さ
を
示
す

重
要
な
も
の
で
あ
る
。

む
つ
科
学
技
術
館

〜
見
て
、
触
れ
て
、
感
じ
る
。
科
学
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
原
子
力
船
「
む
つ
」
の
母
港
で
あ
っ
た
関
根
浜
を
望

む
高
台
に
建
つ
船
の
形
を
し
た
建
物
。
尻
屋
崎
灯
台
か

ら
津
軽
海
峡
を
越
え
て
北
海
道
ま
で
見
渡
せ
る
絶
景
ポ

イ
ン
ト
で
も
あ
る
。

　
館
内
に
は
「
む
つ
」
で
使
用
し
た
原
子
炉
室
や
制
御

室
等
、「
む
つ
」
の
軌
跡
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
、
遊

び
な
が
ら
学
べ
る
参
加
型
科
学
展
示
コ
ー
ナ
ー
、
海
洋

地
球
研
究
船
「
み
ら
い
」
等
の
海
洋
情
報
コ
ー
ナ
ー
と

い
っ
た
多
数
の
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
自
然
、
海
洋
、

科
学
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
る
。

川
内
川
渓
谷
遊
歩
道

〜
下
北
一
の
水
量
を
誇
る
豊
か
な
川

　
川
内
川
沿
い
、
４
・
４
ｋ
ｍ
に
渡
っ
て
整
備
さ
れ
て

い
る
遊
歩
道
に
は
、
吊
橋
の
あ
じ
さ
い
橋
・
大
滝
を
正

面
か
ら
眺
め
ら
れ
る
セ
キ
レ
イ
橋
（
ロ
ー
ゼ
橋
）・
斜

張
橋
の
あ
す
な
ろ
橋
が
架
か
っ
て
い
る
。
途
中
、
滝
見

台
、
八
ッ
橋
、
下
戸
ヶ
淵
な
ど
の
展
望
ポ
イ
ン
ト
が
あ

り
、ゆ
っ
く
り
と
マ
イ
ペ
ー
ス
で
楽
し
め
る
遊
歩
道
だ
。

　
ま
た
、
下
北
半
島
で
一
番
の
水
量
を
誇
る
豊
か
な
川
ゆ
え
に
魚
も
豊
富
。

ヤ
マ
メ
や
イ
ワ
ナ
、
ア
ユ
な
ど
が
釣
れ
る
。

薬
研
渓
流
遊
歩
道

　
　
　
〜
清
ら
か
な
流
れ
が
心
を
洗
う
〜

　
大
畑
川
に
続
く
薬
研
渓
流
は
、
下
北
半
島
国
定
公
園

の
一
部
で
、
清
ら
か
な
流
れ
が
心
を
洗
っ
て
く
れ
る
。

ヤ
マ
メ
、
イ
ワ
ナ
、
ア
ユ
な
ど
の
魚
も
豊
富
で
、
釣
り

場
と
し
て
も
人
気
が
あ
る
。
周
り
の
ヒ
バ
林
や
春
も
み

じ
、
紅
葉
も
楽
し
め
、
四
季
折
々
の
景
観
を
楽
し
み
た

い
場
所
だ
。

　
ま
た
、
川
沿
い
の
遊
歩
道
に
は
、
か
つ
て
木
材
の
運

搬
に
利
用
さ
れ
て
い
た
森
林
鉄
道
の
レ
ー
ル
が
残
り
、

当
時
の
様
子
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
実
験
林
に
は
、
全
国
各
地
か
ら

集
め
ら
れ
た
ヒ
バ
の
見
本
林
が
あ
り
、
ヒ
バ
の
特
性
と
自
然
の
仕
組
み
を
観

察
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

悲
恋
の
伝
説
が
残
る
島
、
鯛
島

　
牛
ノ
首
岬
の
沖
合
約
８
０
０
ｍ
に
浮
か
ぶ
鯛
島
は
、
そ

の
名
の
通
り
、
鯛
の
よ
う
な
形
を
し
て
お
り
、
こ
こ
に
は

坂
上
田
村
麻
呂
と
恋
に
落
ち
た
村
の
娘
の
悲
恋
伝
説
も

残
っ
て
い
る
。
島
や
そ
の
周
辺
は
、
海
中
公
園
に
指
定
さ

れ
て
い
る
。

《
問
い
合
わ
せ
先
》

　
●（
公
社
）
む
つ
市
観
光
協
会  

０
１
７
５（
２
３
）１
３
１
１

　
●
む
つ
市
役
所
／
経
済
部
／
観
光
戦
略
課  

０
１
７
５（
２
２
）１
１
１
１

文
・
写
真
／
下
北
地
区
　
編
集
協
力
員
・
地
域
通
信
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
祐
川
　
　
猛

写
真
協
力
／
む
つ
市
役
所
／
経
済
部
／
観
光
戦
略
課

1

名
所
・
旧
跡
め
ぐ
り
　
〜
む
つ
市
〜

3

す
こ
や
か
長
寿
コ
ー
ナ
ー

あ
す
な
ろ
友
の
会
の
活
動

1315

健
康
は
『
い
ま
か
ら  

こ
こ
か
ら
』

〜 

そ
の
弐
「
気
温
の
変
化
に
負
け
ぬ
よ
う
、
季
節
の
変
わ
り
目
に
出
来
る
こ
と
」 

〜

北
緯
41
度
・
青
森
の
魅
力

　
　
　
　
〜 

青
森
県 

１
０
０
歳
長
寿
の
時
代
へ 

〜

11

「むつ市の夜景」

写真提供／むつ市役所 経済部 観光戦略課

釜臥山展望台から望むむつ市街の夜景
は、宝石をまとったチョウのように見え「光
のアゲハチョウ」と例えられている。日中で
あれば函館方面や、太平洋、陸奥湾を抱く
下北半島、むつ市街が眺望でき、展望台か
らさらに遊歩道を登れば、頂上から360度
の視界が開け、下北半島西部や津軽半島を
望むこともできる。
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日
本
三
大
霊
山
﹁
恐
山
﹂

　
現
世
と
来
世
を
繋
ぐ
場
所
。
比
叡
山
、
高

野
山
と
と
も
に
日
本
三
大
霊
山
に
数
え
ら
れ

る
恐
山
は
、
貞
観
４
年
（
８
６
２
年
）
に
慈

覚
大
使
に
よ
っ
て
開
山
さ
れ
、
天
台
宗
の
修

験
道
場
と
し
て
栄
え
、
い
っ
た
ん
廃
寺
と
な
っ

た
が
14
世
紀
に
曹
洞
宗
円
通
寺
に
よ
っ
て
再

興
さ
れ
た
。
風
車
が
カ
ラ
カ
ラ
と
ま
わ
り
荒
々

し
い
岩
場
の
合
間
か
ら
硫
黄
の
臭
い
が
立
ち

こ
め
る
様
子
は
地
獄
に
、
湖
を
と
り
ま
く
白

砂
の
浜
は
極
楽
に
見
立
て
ら
れ
て
い
る
。
開

山
期
間
中
、
多
く
の
参
拝
者
が
こ
の
地
を
訪

れ
る
が
、
中
で
も
７
月
20
日
か
ら
24
日
に
行
わ
れ
る
恐
山
大
祭
の
５
日
間
は

特
に
多
い
。

み
や
び
や
か
な
田
名
部
ま
つ
り

　
　
　
　︵
田
名
部
神
社
例
大
祭
︶

　

　
毎
年
８
月
18
日
か
ら
20
日
に
行
わ
れ
る
下
北
最
大
の

祭
り
（
田
名
部
神
社
例
大
祭
）。
北
前
船
に
よ
っ
て
伝

え
ら
れ
た
京
都
祇
園
祭
の
流
れ
を
く
む
と
い
わ
れ
、
お

囃
子
と
共
に
豪
華
絢
爛
な
山
車
が
市
内
を
練
り
歩
く
。

20
日
深
夜
、
５
台
の
山
車
が
一
堂
に
会
し
て
樽
酒
を
酌

み
交
わ
し
、
来
年
の
再
会
を
誓
う
「
五
車
別
れ
」
で
ク

ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
る
。

　
北
前
船
の
水
運
で
栄
え
た
田
名
部
に
約
３
８
０
年
以

上
前
か
ら
続
く
祭
り
。
山
車
や
囃
子
は
、
北
前
船
ゆ
か
り
の
近
江
商
人
を
通

し
て
京
都
祇
園
の
影
響
を
受
け
て
お
り
、「
北
の
み
や
び
」
と
称
さ
れ
る
。

旧
大
湊
水
源
地
水
道
施
設

　
明
治
42
年
（
１
９
０
９
年
）
に
東
北
で
最
初
に
建
設

さ
れ
た
近
代
水
道
施
設
。
海
軍
大
湊
要
港
部
水
道
部
に

よ
っ
て
建
設
さ
れ
、
昭
和
51
年
（
１
９
７
９
年
）
ま
で

む
つ
市
の
水
道
施
設
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。
現
在
は
桜

の
名
所
で
も
あ
る
。

　
近
代
水
道
施
設
史
上
で
も
歴
史
的
評
価
が
高
い
と
評

価
さ
れ
、大
湊
水
源
地
公
園
内
の
沈
澄
地
堰
堤（
動
力
ア
ー
チ
式
石
造
り
堰
堤
）

を
含
む
、「
旧
大
湊
水
源
地
水
道
施
設
」
が
昭
和
21
年
12
月
８
日
、
官
報
号
外

第
２
７
５
号
で
告
示
が
な
さ
れ
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
石
造
り
の
各
施
設
は
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
的
で
非
常
に
細
か
い
造
り
で

あ
り
、
明
治
後
期
に
お
け
る
石
造
河
川
構
造
物
の
技
術
水
準
の
高
さ
を
示
す

重
要
な
も
の
で
あ
る
。

む
つ
科
学
技
術
館

〜
見
て
、
触
れ
て
、
感
じ
る
。
科
学
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
原
子
力
船
「
む
つ
」
の
母
港
で
あ
っ
た
関
根
浜
を
望

む
高
台
に
建
つ
船
の
形
を
し
た
建
物
。
尻
屋
崎
灯
台
か

ら
津
軽
海
峡
を
越
え
て
北
海
道
ま
で
見
渡
せ
る
絶
景
ポ

イ
ン
ト
で
も
あ
る
。

　
館
内
に
は
「
む
つ
」
で
使
用
し
た
原
子
炉
室
や
制
御

室
等
、「
む
つ
」
の
軌
跡
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
、
遊

び
な
が
ら
学
べ
る
参
加
型
科
学
展
示
コ
ー
ナ
ー
、
海
洋

地
球
研
究
船
「
み
ら
い
」
等
の
海
洋
情
報
コ
ー
ナ
ー
と

い
っ
た
多
数
の
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
自
然
、
海
洋
、

科
学
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
る
。

川
内
川
渓
谷
遊
歩
道

〜
下
北
一
の
水
量
を
誇
る
豊
か
な
川

　
川
内
川
沿
い
、
４
・
４
ｋ
ｍ
に
渡
っ
て
整
備
さ
れ
て

い
る
遊
歩
道
に
は
、
吊
橋
の
あ
じ
さ
い
橋
・
大
滝
を
正

面
か
ら
眺
め
ら
れ
る
セ
キ
レ
イ
橋
（
ロ
ー
ゼ
橋
）・
斜

張
橋
の
あ
す
な
ろ
橋
が
架
か
っ
て
い
る
。
途
中
、
滝
見

台
、
八
ッ
橋
、
下
戸
ヶ
淵
な
ど
の
展
望
ポ
イ
ン
ト
が
あ

り
、ゆ
っ
く
り
と
マ
イ
ペ
ー
ス
で
楽
し
め
る
遊
歩
道
だ
。

　
ま
た
、
下
北
半
島
で
一
番
の
水
量
を
誇
る
豊
か
な
川
ゆ
え
に
魚
も
豊
富
。

ヤ
マ
メ
や
イ
ワ
ナ
、
ア
ユ
な
ど
が
釣
れ
る
。

薬
研
渓
流
遊
歩
道

　
　
　
〜
清
ら
か
な
流
れ
が
心
を
洗
う
〜

　
大
畑
川
に
続
く
薬
研
渓
流
は
、
下
北
半
島
国
定
公
園

の
一
部
で
、
清
ら
か
な
流
れ
が
心
を
洗
っ
て
く
れ
る
。

ヤ
マ
メ
、
イ
ワ
ナ
、
ア
ユ
な
ど
の
魚
も
豊
富
で
、
釣
り

場
と
し
て
も
人
気
が
あ
る
。
周
り
の
ヒ
バ
林
や
春
も
み

じ
、
紅
葉
も
楽
し
め
、
四
季
折
々
の
景
観
を
楽
し
み
た

い
場
所
だ
。

　
ま
た
、
川
沿
い
の
遊
歩
道
に
は
、
か
つ
て
木
材
の
運

搬
に
利
用
さ
れ
て
い
た
森
林
鉄
道
の
レ
ー
ル
が
残
り
、

当
時
の
様
子
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
実
験
林
に
は
、
全
国
各
地
か
ら

集
め
ら
れ
た
ヒ
バ
の
見
本
林
が
あ
り
、
ヒ
バ
の
特
性
と
自
然
の
仕
組
み
を
観

察
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

悲
恋
の
伝
説
が
残
る
島
、
鯛
島

　
牛
ノ
首
岬
の
沖
合
約
８
０
０
ｍ
に
浮
か
ぶ
鯛
島
は
、
そ

の
名
の
通
り
、
鯛
の
よ
う
な
形
を
し
て
お
り
、
こ
こ
に
は

坂
上
田
村
麻
呂
と
恋
に
落
ち
た
村
の
娘
の
悲
恋
伝
説
も

残
っ
て
い
る
。
島
や
そ
の
周
辺
は
、
海
中
公
園
に
指
定
さ

れ
て
い
る
。

《
問
い
合
わ
せ
先
》

　
●（
公
社
）
む
つ
市
観
光
協
会  

０
１
７
５（
２
３
）１
３
１
１

　
●
む
つ
市
役
所
／
経
済
部
／
観
光
戦
略
課  

０
１
７
５（
２
２
）１
１
１
１

文
・
写
真
／
下
北
地
区
　
編
集
協
力
員
・
地
域
通
信
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
祐
川
　
　
猛

写
真
協
力
／
む
つ
市
役
所
／
経
済
部
／
観
光
戦
略
課

1

名
所
・
旧
跡
め
ぐ
り
　
〜
む
つ
市
〜

3

す
こ
や
か
長
寿
コ
ー
ナ
ー

あ
す
な
ろ
友
の
会
の
活
動

1315

健
康
は
『
い
ま
か
ら  

こ
こ
か
ら
』

〜 

そ
の
弐
「
気
温
の
変
化
に
負
け
ぬ
よ
う
、
季
節
の
変
わ
り
目
に
出
来
る
こ
と
」 

〜

北
緯
41
度
・
青
森
の
魅
力

　
　
　
　
〜 

青
森
県 

１
０
０
歳
長
寿
の
時
代
へ 

〜

11

「むつ市の夜景」

写真提供／むつ市役所 経済部 観光戦略課

釜臥山展望台から望むむつ市街の夜景
は、宝石をまとったチョウのように見え「光
のアゲハチョウ」と例えられている。日中で
あれば函館方面や、太平洋、陸奥湾を抱く
下北半島、むつ市街が眺望でき、展望台か
らさらに遊歩道を登れば、頂上から360度
の視界が開け、下北半島西部や津軽半島を
望むこともできる。
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６
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〜
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すこやか長寿コーナーは各地域の地域通信員（シニアライター）が取材した

長寿な方を掲載し、元気の秘訣等を紹介するコーナーです。 長寿コーナー長寿コーナー長寿コーナー長寿コーナーすこやかすこやかすこやかすこやか

　
題
は
毎
日
新
聞
社
主
催
の

全
国
大
会
選
者
賞
受
賞
の
作

品
。
短
歌
の
堪
能
な
泉
山
ト

シ
さ
ん
は
、
八
戸
市
新
井
田

町
生
ま
れ
の
75
歳
。
生
ま
れ

な
が
ら
の
全
盲
で
あ
る
。
実

家
は
兼
業
農
家
で
父
は
会
社

員
、
母
は
農
業
。
父
は
無
口

で
お
と
な
し
い
人
、
母
は
働
き
者
で
声
の
美
し
い
人
だ
っ
た
。
兄
弟
姉

妹
８
人
︵
男
３
人
、
女
５
人
︶
の
４
女
。
兄
弟
姉
妹
仲
は
良
い
。

　
８
歳
で
八
戸
盲
聾
学
校
に
入
学
。
小
、中
、高
、職
業
科︵
マ
ッ
サ
ー
ジ
︶

２
年
の
14
年
間
学
ぶ
。
卒
業
後
は
仙
台
に
就
職
す
る
が
、就
職
先
が
３
ヶ

月
で
倒
産
し
た
た
め
、
す
ぐ
に
八
戸
に
帰
り
治
療
院
に
就
職
。
10
年
間

勤
務
し
、
32
歳
で
泉
山
治
療
院
を
開
業
。
現
在
も
続
け
て
い
る
。

　﹁
６
歳
の
頃
、
友
達
に
﹃
そ
こ
の
堰
越
え
て
﹄
と
言
わ
れ
、
ひ
ょ
い
と

飛
ん
だ
つ
も
り
が
ボ
チ
ャ
ン
と
堰
に
落
ち
た
。
そ
の
時
初
め
て
自
分
の

目
が
見
え
な
い
こ
と
を
知
っ
た
。
私
は
元
気
で
、
利
か
ん
気
の
強
い
子

供
だ
っ
た
。
あ
る
時
、弟
妹
３
人
で
遊
び
、﹃
暗

く
な
っ
て
怖
い
か
ら
帰
ろ
う
﹄
と
騒
ぐ
弟
妹

を
﹃
何
も
怖
く
な
い
﹄
と
強
く
叱
り
泣
か
せ

た
こ
と
も
あ
る
。
私
は
暗
闇
の
世
界
し
か
わ

か
ら
な
い
﹂
と
自
身
を
語
る
。

　
学
生
時
代
に
誘
わ
れ
て
短
歌
を
始
め
る
。

﹁
ま
ひ
る
野
﹂
短
歌
会
に
作
品
を
発
表
し
勉

強
。
点
字
も
学
び
、
点
字
ク
ラ
ブ
を
立
ち
上

げ
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
。
点
字
板
を
肌
身
離
さ

ず
持
ち
歩
き
、
点
字
で
記
録
し
て
い
る
。
作
歌
す
る
と
き
は
自
分
で
感

じ
ら
れ
る
音
の
響
き
、
匂
い
、
空
気
、
風
の
動
き
、
天
気
と
周
り
の
人

に
聞
い
た
光
景
か
ら
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
言
葉
を
紡
ぐ
。

　
朝
６
時
起
床
、近
所
の
人
が
料
理
を
持
ち
よ
り
、一
緒
に
朝
食
を
と
る
。

昼
は
仕
事
、
夜
は
10
時
就
寝
。
健
康
に
つ
い
て
は
特
別
な
こ
と
は
し
て

い
な
い
が
野
菜
中
心
の
食
事
。
じ
っ
と
し
て
い
る
こ
と
が
嫌
い
で
こ
ま

め
に
身
体
を
動
か
し
、
同
伴
者
が
い
れ
ば
散
歩
を
す
る
。
生
活
習
慣
病

も
な
く
、年
に
一
度
歯
科
医
院
を
受
診
す
る
く
ら
い
。趣
味
は
短
歌
、コ
ー

ラ
ス
、
カ
ラ
オ
ケ
、
折
り
紙
、
手
芸
、

野
良
仕
事
、
料
理
、
旅
行
等
。
若
い

と
き
か
ら
仕
事
を
楽
し
み
、
や
り
た

い
趣
味
、
遊
び
た
い
こ
と
が
沢
山
あ

り
結
婚
は
考
え
た
こ
と
が
な
い
。

　
泉
山
さ
ん
は
優
し
く
て
、
芯
の
強

い
積
極
的
な
性
格
。
ま
た
器
用
で
賢

い
人
で
も
あ
る
。
携
帯
電
話
も
自
由

に
使
い
こ
な
し
生
活
を
エ
ン
ジ
ョ
イ

し
て
い
る
。
不
自
由
な
体
で
あ
る
が
、

同
じ
よ
う
な
境
遇
の
人
達
の
良
き
相

談
役
、
良
き
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ
る
。

取
材
中
も
、
ひ
っ
き
り
な
し
に
電
話

や
お
客
さ
ん
が
あ
っ
た
。
人
徳
の
あ

る
人
だ
と
思
っ
た
。

　
最
近
、
音
の
静
か
な
車
が
走
っ
て

い
る
の
で
、
信
号
機
の
側
に
立
っ
て

い
て
不
安
を
感
じ
る
と
い
う
。
く
れ

ぐ
れ
も
交
通
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う

気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

八
戸
市

泉
山 

ト
シ 

さ
ん
︵
75
歳
︶

タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
の
キ
ー
の
な
ら
び
を
指
に
覚
え

我
に
は
み
え
ぬ
か
な
文
字
を
打
つ

友人が作ってくれた歌集を手にして

コーラス・クラブの練習風景

　
今
も
現
役
剣
士
で
あ
る
弘

前
市
東
松
原
の
今
昭
雄
さ

ん
。
剣
道
教
士
７
段
を
持
ち
、

弘
前
市
の
秀
峰
館
剣
道
場
の

少
年
剣
道
指
導
、
国
際
社
会

人
剣
道
ク
ラ
ブ
幹
事
と
し
て

韓
国
な
ど
の
国
際
交
流
活
動

や
弘
前
市
剣
道
連
盟
理
事
と
し
て
忙
し
い
日
々
を
送
っ
て
い
る
。

　
今
さ
ん
は
、
黒
石
市
の
材
木
商
の
次
男
と
し
て
昭
和
５
年
１
月
４
日

に
生
ま
れ
る
。
黒
石
国
民
学
校
、
弘
前
市
立
商
業
学
校
︵
現
弘
前
実
業

高
校
︶
を
卒
業
し
、
弘
前
市
内
の
株
式
会
社
角
弘
銅
鐵
店
に
21
年
間
勤

務
後
、
弘
前
市
内
に
建
設
総
合
商
社
今
商
事
を
立
ち
上
げ
た
。

　
こ
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
溢
れ
る
生
き
方
は
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
の

か
尋
ね
て
み
た
。

　
今
さ
ん
は
、
11
歳
の
と
き
に
黒
石
国
民
学
校
の
剣
道
部
、
伊
藤
先
生

の
勧
め
で
剣
道
を
始
め
る
。
曲
が
っ
た
こ
と
が
嫌
い
で
真
面
目
な
伊
藤

先
生
は
、
剣
道
の
指
導
も
厳
し
か
っ
た
が
、
芯
の
通
っ
た
思
い
や
り
の

あ
る
指
導
を
す
る
先
生
だ
っ
た
と
い
う
。

　
13
歳
の
と
き
に
、
伊
藤
先
生
か
ら
﹁
今
君
は
、
毎
日
の
苦
し
い
稽
古

も
逃
げ
な
い
で
一
生
懸
命
に
稽
古
し
て
い
る
。
教
育
長
視
察
の
時
に
剣

道
模
範
を
や
る
よ
う
に
﹂
と
選
ば
れ
、
国
民
学
校
剣
道
部
を
代
表
し
て

打
ち
込
み
模
範
を
披
露
し
た
こ
と
が
学
生
時
代
の
一
番
の
思
い
出
。
こ

の
伊
藤
先
生
か
ら
剣
道
を
通
じ
て
、
厳
し
さ
と
優
し
さ
を
教
え
て
い
た

だ
い
た
。

　
今
さ
ん
は
、
商
業
学
校
の
時
に
剣
道
初
段
を
取
っ
た
後
、
戦
争
が
起

こ
り
、食
べ
て
い
く
の
が
精
い
っ
ぱ
い
の
中
で
生
き
て
き
た
。昭
和
27
年
、

妻
の
栄
子
さ
ん
と
出
会
い
、
一
目
惚
れ
し
結
婚
し
た
。

88
歳
で
現
役
剣
士

◉
髙
木

　勲 

地
域
通
信
員

今
　
昭
雄 

さ
ん
︵
88
歳
︶

弘
前
市

　
現
在
は
、
子
供
３
人
に
孫
２

人
の
大
家
族
。
同
居
し
て
い
る

次
女
は
自
宅
で
音
楽
教
室
を
開

く
。
我
が
家
は
音
楽
に
囲
ま
れ

た
生
活
環
境
だ
。

　
大
病
を
し
な
い
長
寿
の
秘
訣

は
特
に
な
い
が
、
食
事
は
美
味

し
い
も
の
は
あ
ま
り
食
さ
ず

﹁
菜
っ
葉
も
の
︵
葉
物
︶﹂
を
多

く
食
す
こ
と
。
剣
道
場
に
週
３

回
通
い
、
身
体
を
動
か
す
こ
と
。

そ
の
他
、
仲
間
と
和
気
あ
い
あ

い
と
卓
球
等
を
楽
し
む
こ
と
。

﹁
か
っ
ち
ゃ
︵
栄
子
︶
に
は
い
つ
も
感
謝
し
て
い
る
﹂。

　
こ
れ
か
ら
や
り
た
い
こ
と
は
、
何
歳
に
な
っ
て
も
剣
道
少
年
と
一
緒

に
稽
古
を
や
る
こ
と
。
ご
自
分
の
人

生
を
振
り
返
り
、
モ
ッ
ト
ー
と
し
た

こ
と
の
﹁
た
だ
真
面
目
に
、
優
し
く
、

生
き
る
事
﹂
を
剣
道
少
年
に
も
教
え

て
い
る
。

　﹁
せ
っ
か
く
髙
木
君
が
取
材
に
来

た
の
で
教
え
て
あ
げ
る
よ
。
剣
道
で

強
く
な
り
た
か
っ
た
ら
機
会
を
見
つ

け
て
、
剣
道
の
大
先
生
に
稽
古
を
お

願
い
し
な
さ
い
。
こ
れ
が
剣
道
で
強

く
な
る
近
道
で
あ
る
よ
。
先
人
の
知

恵
か
ら
得
る
も
の
は
大
き
い
よ
﹂
と

笑
顔
で
語
ら
れ
た
。

第11回全国健康福祉祭愛知大会（右が今さん）

平成15年、弘前市スポーツ
功労賞を受賞

手先が器用で折り紙が趣味

◉
鈴
木
リ
ヨ 

地
域
通
信
員

白衣を着て患者さんを治療中

国際社会人剣道クラブ  全国例会（最前列左から 7人目が今さん）

せ
き
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題
は
毎
日
新
聞
社
主
催
の

全
国
大
会
選
者
賞
受
賞
の
作

品
。
短
歌
の
堪
能
な
泉
山
ト

シ
さ
ん
は
、
八
戸
市
新
井
田

町
生
ま
れ
の
75
歳
。
生
ま
れ

な
が
ら
の
全
盲
で
あ
る
。
実

家
は
兼
業
農
家
で
父
は
会
社

員
、
母
は
農
業
。
父
は
無
口

で
お
と
な
し
い
人
、
母
は
働
き
者
で
声
の
美
し
い
人
だ
っ
た
。
兄
弟
姉

妹
８
人
︵
男
３
人
、
女
５
人
︶
の
４
女
。
兄
弟
姉
妹
仲
は
良
い
。

　
８
歳
で
八
戸
盲
聾
学
校
に
入
学
。
小
、中
、高
、職
業
科︵
マ
ッ
サ
ー
ジ
︶

２
年
の
14
年
間
学
ぶ
。
卒
業
後
は
仙
台
に
就
職
す
る
が
、就
職
先
が
３
ヶ

月
で
倒
産
し
た
た
め
、
す
ぐ
に
八
戸
に
帰
り
治
療
院
に
就
職
。
10
年
間

勤
務
し
、
32
歳
で
泉
山
治
療
院
を
開
業
。
現
在
も
続
け
て
い
る
。

　﹁
６
歳
の
頃
、
友
達
に
﹃
そ
こ
の
堰
越
え
て
﹄
と
言
わ
れ
、
ひ
ょ
い
と

飛
ん
だ
つ
も
り
が
ボ
チ
ャ
ン
と
堰
に
落
ち
た
。
そ
の
時
初
め
て
自
分
の

目
が
見
え
な
い
こ
と
を
知
っ
た
。
私
は
元
気
で
、
利
か
ん
気
の
強
い
子

供
だ
っ
た
。
あ
る
時
、弟
妹
３
人
で
遊
び
、﹃
暗

く
な
っ
て
怖
い
か
ら
帰
ろ
う
﹄
と
騒
ぐ
弟
妹

を
﹃
何
も
怖
く
な
い
﹄
と
強
く
叱
り
泣
か
せ

た
こ
と
も
あ
る
。
私
は
暗
闇
の
世
界
し
か
わ

か
ら
な
い
﹂
と
自
身
を
語
る
。

　
学
生
時
代
に
誘
わ
れ
て
短
歌
を
始
め
る
。

﹁
ま
ひ
る
野
﹂
短
歌
会
に
作
品
を
発
表
し
勉

強
。
点
字
も
学
び
、
点
字
ク
ラ
ブ
を
立
ち
上

げ
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
。
点
字
板
を
肌
身
離
さ

ず
持
ち
歩
き
、
点
字
で
記
録
し
て
い
る
。
作
歌
す
る
と
き
は
自
分
で
感

じ
ら
れ
る
音
の
響
き
、
匂
い
、
空
気
、
風
の
動
き
、
天
気
と
周
り
の
人

に
聞
い
た
光
景
か
ら
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
言
葉
を
紡
ぐ
。

　
朝
６
時
起
床
、近
所
の
人
が
料
理
を
持
ち
よ
り
、一
緒
に
朝
食
を
と
る
。

昼
は
仕
事
、
夜
は
10
時
就
寝
。
健
康
に
つ
い
て
は
特
別
な
こ
と
は
し
て

い
な
い
が
野
菜
中
心
の
食
事
。
じ
っ
と
し
て
い
る
こ
と
が
嫌
い
で
こ
ま

め
に
身
体
を
動
か
し
、
同
伴
者
が
い
れ
ば
散
歩
を
す
る
。
生
活
習
慣
病

も
な
く
、年
に
一
度
歯
科
医
院
を
受
診
す
る
く
ら
い
。趣
味
は
短
歌
、コ
ー

ラ
ス
、
カ
ラ
オ
ケ
、
折
り
紙
、
手
芸
、

野
良
仕
事
、
料
理
、
旅
行
等
。
若
い

と
き
か
ら
仕
事
を
楽
し
み
、
や
り
た

い
趣
味
、
遊
び
た
い
こ
と
が
沢
山
あ

り
結
婚
は
考
え
た
こ
と
が
な
い
。

　
泉
山
さ
ん
は
優
し
く
て
、
芯
の
強

い
積
極
的
な
性
格
。
ま
た
器
用
で
賢

い
人
で
も
あ
る
。
携
帯
電
話
も
自
由

に
使
い
こ
な
し
生
活
を
エ
ン
ジ
ョ
イ

し
て
い
る
。
不
自
由
な
体
で
あ
る
が
、

同
じ
よ
う
な
境
遇
の
人
達
の
良
き
相

談
役
、
良
き
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ
る
。

取
材
中
も
、
ひ
っ
き
り
な
し
に
電
話

や
お
客
さ
ん
が
あ
っ
た
。
人
徳
の
あ

る
人
だ
と
思
っ
た
。

　
最
近
、
音
の
静
か
な
車
が
走
っ
て

い
る
の
で
、
信
号
機
の
側
に
立
っ
て

い
て
不
安
を
感
じ
る
と
い
う
。
く
れ

ぐ
れ
も
交
通
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う

気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

八
戸
市

泉
山 

ト
シ 

さ
ん
︵
75
歳
︶

タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
の
キ
ー
の
な
ら
び
を
指
に
覚
え

我
に
は
み
え
ぬ
か
な
文
字
を
打
つ

友人が作ってくれた歌集を手にして

コーラス・クラブの練習風景

　
今
も
現
役
剣
士
で
あ
る
弘

前
市
東
松
原
の
今
昭
雄
さ

ん
。
剣
道
教
士
７
段
を
持
ち
、

弘
前
市
の
秀
峰
館
剣
道
場
の

少
年
剣
道
指
導
、
国
際
社
会

人
剣
道
ク
ラ
ブ
幹
事
と
し
て

韓
国
な
ど
の
国
際
交
流
活
動

や
弘
前
市
剣
道
連
盟
理
事
と
し
て
忙
し
い
日
々
を
送
っ
て
い
る
。

　
今
さ
ん
は
、
黒
石
市
の
材
木
商
の
次
男
と
し
て
昭
和
５
年
１
月
４
日

に
生
ま
れ
る
。
黒
石
国
民
学
校
、
弘
前
市
立
商
業
学
校
︵
現
弘
前
実
業

高
校
︶
を
卒
業
し
、
弘
前
市
内
の
株
式
会
社
角
弘
銅
鐵
店
に
21
年
間
勤

務
後
、
弘
前
市
内
に
建
設
総
合
商
社
今
商
事
を
立
ち
上
げ
た
。

　
こ
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
溢
れ
る
生
き
方
は
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
の

か
尋
ね
て
み
た
。

　
今
さ
ん
は
、
11
歳
の
と
き
に
黒
石
国
民
学
校
の
剣
道
部
、
伊
藤
先
生

の
勧
め
で
剣
道
を
始
め
る
。
曲
が
っ
た
こ
と
が
嫌
い
で
真
面
目
な
伊
藤

先
生
は
、
剣
道
の
指
導
も
厳
し
か
っ
た
が
、
芯
の
通
っ
た
思
い
や
り
の

あ
る
指
導
を
す
る
先
生
だ
っ
た
と
い
う
。

　
13
歳
の
と
き
に
、
伊
藤
先
生
か
ら
﹁
今
君
は
、
毎
日
の
苦
し
い
稽
古

も
逃
げ
な
い
で
一
生
懸
命
に
稽
古
し
て
い
る
。
教
育
長
視
察
の
時
に
剣

道
模
範
を
や
る
よ
う
に
﹂
と
選
ば
れ
、
国
民
学
校
剣
道
部
を
代
表
し
て

打
ち
込
み
模
範
を
披
露
し
た
こ
と
が
学
生
時
代
の
一
番
の
思
い
出
。
こ

の
伊
藤
先
生
か
ら
剣
道
を
通
じ
て
、
厳
し
さ
と
優
し
さ
を
教
え
て
い
た

だ
い
た
。

　
今
さ
ん
は
、
商
業
学
校
の
時
に
剣
道
初
段
を
取
っ
た
後
、
戦
争
が
起

こ
り
、食
べ
て
い
く
の
が
精
い
っ
ぱ
い
の
中
で
生
き
て
き
た
。昭
和
27
年
、

妻
の
栄
子
さ
ん
と
出
会
い
、
一
目
惚
れ
し
結
婚
し
た
。

88
歳
で
現
役
剣
士

◉
髙
木

　勲 

地
域
通
信
員

今
　
昭
雄 

さ
ん
︵
88
歳
︶

弘
前
市

　
現
在
は
、
子
供
３
人
に
孫
２

人
の
大
家
族
。
同
居
し
て
い
る

次
女
は
自
宅
で
音
楽
教
室
を
開

く
。
我
が
家
は
音
楽
に
囲
ま
れ

た
生
活
環
境
だ
。

　
大
病
を
し
な
い
長
寿
の
秘
訣

は
特
に
な
い
が
、
食
事
は
美
味

し
い
も
の
は
あ
ま
り
食
さ
ず

﹁
菜
っ
葉
も
の
︵
葉
物
︶﹂
を
多

く
食
す
こ
と
。
剣
道
場
に
週
３

回
通
い
、
身
体
を
動
か
す
こ
と
。

そ
の
他
、
仲
間
と
和
気
あ
い
あ

い
と
卓
球
等
を
楽
し
む
こ
と
。

﹁
か
っ
ち
ゃ
︵
栄
子
︶
に
は
い
つ
も
感
謝
し
て
い
る
﹂。

　
こ
れ
か
ら
や
り
た
い
こ
と
は
、
何
歳
に
な
っ
て
も
剣
道
少
年
と
一
緒

に
稽
古
を
や
る
こ
と
。
ご
自
分
の
人

生
を
振
り
返
り
、
モ
ッ
ト
ー
と
し
た

こ
と
の
﹁
た
だ
真
面
目
に
、
優
し
く
、

生
き
る
事
﹂
を
剣
道
少
年
に
も
教
え

て
い
る
。

　﹁
せ
っ
か
く
髙
木
君
が
取
材
に
来

た
の
で
教
え
て
あ
げ
る
よ
。
剣
道
で

強
く
な
り
た
か
っ
た
ら
機
会
を
見
つ

け
て
、
剣
道
の
大
先
生
に
稽
古
を
お

願
い
し
な
さ
い
。
こ
れ
が
剣
道
で
強

く
な
る
近
道
で
あ
る
よ
。
先
人
の
知

恵
か
ら
得
る
も
の
は
大
き
い
よ
﹂
と

笑
顔
で
語
ら
れ
た
。

第11回全国健康福祉祭愛知大会（右が今さん）

平成15年、弘前市スポーツ
功労賞を受賞

手先が器用で折り紙が趣味

◉
鈴
木
リ
ヨ 

地
域
通
信
員

白衣を着て患者さんを治療中

国際社会人剣道クラブ  全国例会（最前列左から 7人目が今さん）

せ
き
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別
部
容
子
さ
ん
は
私
が
﹁
御
詠
歌
﹂

を
始
め
た
こ
ろ
か
ら
お
世
話
に
な
っ
た

大
先
輩
で
す
。
84
歳
の
と
き
に
ア
マ

チ
ュ
ア
と
し
て
最
高
位
の
﹁
２
級
教
範
﹂

と
い
う
検
定
資
格
に
合
格
し
、
現
在
も

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
別
部
さ
ん
は
、
昭
和
２
年
１
月
、
上

北
町
上
野
に
７
人
兄
妹
の
二
女
と
し
て

生
ま
れ
ま
し
た
。
祖
父
は
旧
会
津
藩
士

で
戊
辰
戦
争
に
敗
れ
、
明
治
の
初
め
に

現
在
の
三
沢
市
に
移
住
し
ま
し
た
。
容

子
さ
ん
の
名
前
は
、
そ
の
祖
父
が
歴
代

の
会
津
藩
主
の
名
前
か
ら
﹁
容
﹂
の
一

文
字
を
頂
き
命
名
し
ま
し
た
。

　
幼
い
頃
は
浜
で
砂
遊
び
や
地
引
網
の
魚
と
り
等
、
毎
日
海
で
遊
び
楽

し
か
っ
た
そ
う
で
す
が
、
学
校
時
代
以
降
は
、
戦
時
中
の
た
め
食
べ
る

物
が
な
く
栄
養
失
調
と
な
り
、
徴
用
さ

れ
た
七
戸
の
軍
馬
で
は
勤
労
奉
仕
に
従

事
し
、
大
変
辛
い
思
い
を
さ
れ
ま
し
た
。

旧
制
女
学
校
を
17
歳
で
卒
業
後
、
父
親

の
勧
め
で
教
師
と
し
て
就
職
し
ま
し
た

が
、
教
科
書
が
な
く
、
自
ら
プ
リ
ン
ト

し
て
子
供
た
ち
に
教
え
る
な
ど
、
苦
労

の
多
い
時
代
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
じ
年
の
夫
と
は
28
歳
の
と
き
職
場

を
通
じ
て
恋
愛
結
婚
、
３
人
の
子
供
に

恵
ま
れ
ま
し
た
。
夫
は
市
会
議
員
に
な

り
、
同
時
に
地
域
の
町
内
会
・
老
人
ク

ラ
ブ
・
県
人
会
︵
山
形
︶
を
立
ち
上
げ

地
域
の
活
動
に
専
念
し
ま
し
た
。
別
部

さ
ん
も
必
然
的
に
接
待
係
・
準
備
係
な

ど
で
多
忙
を
極
め
、
ご
近
所
付
き
合
い

が
多
忙
な
時
期
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
趣
味
は
、
詩
吟
︵
40
年
︶、
御
詠
歌

︵
26
年
︶、
茶
道
︵
40
年
︶、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
︵
10
年
︶
と
多
趣
味
で
す
。
習

い
事
は
免
許
皆
伝
ま
で
や
り
遂
げ
る
努

力
家
で
、
特
に
茶
道
は
、
ご
自
分
の
社

中
を
持
た
れ
指
導
に
も
通
じ
て
い
ま
す
。

　
長
寿
の
秘
訣
は
睡
眠
を
十
分
に
と
る
こ
と
。
ソ
フ
ァ
に
座
っ
た
り
、

テ
レ
ビ
を
見
た
り
、
休
め
る
と
き
は
少
し
で
も
睡
眠
を
と
っ
て
い
る
そ

う
で
す
。
好
き
な
食
べ
物
は
魚
介
類
で
、
特
に
ほ
た
て
が
好
き
。
一
時

期
は
９
種
類
も
の
薬
を
飲
ん
で
い
ま
し
た
が
、
医
師
と
相
談
し
全
て
止

め
た
結
果
、
体
調
が
よ
く
な
り
ま
し
た
。
薬
害
が
あ
っ
た
の
で
は
？
と

別
部
さ
ん
。
洗
濯
物
を
取
り
込
む
と
き
は
、
足
を
鍛
え
る
た
め
に
一
度

で
で
き
る
こ
と
も
数
度
に
分
け
て
行
い
、
動
く
こ
と
を
大
事
に
し
て
い

ま
す
。
生
き
が
い
は
、
孫
と
趣
味
の
会
の
活
動
。
信
念
は
責
任
を
持
っ

て
一
つ
の
事
を
最
後
ま
で
や

り
遂
げ
る
こ
と
。
昔
は
耐
乏

生
活
を
し
て
い
た
た
め
、
家

族
よ
り
優
先
的
に
美
味
し
い

﹁
青
天
の
霹
靂
﹂
の
米
を
食

べ
て
い
る
と
茶
目
っ
気
の
あ

る
人
で
し
た
。

すこやか長寿コーナーは各地域の地域通信員（シニアライター）が取材した

長寿な方を掲載し、元気の秘訣等を紹介するコーナーです。 長寿コーナー長寿コーナー長寿コーナー長寿コーナーすこやかすこやかすこやかすこやか

◉
齋
藤
豊
紀 

地
域
通
信
員

三
沢
市

女
の
道
は
一
本
道

茶道の社中の表札

べ 

っ 

ぷ

べ 

っ 

ぷ

別
部 

容
子 

さ
ん
︵
91
歳
︶

　﹁
生
ま
れ
も
育
ち
も

今
も
ず
っ
と
こ
こ
花
園

２
丁
目
、
花
園
の
主
だ
﹂

と
満
面
の
笑
顔
で
迎
え

て
下
さ
っ
た
山
口
源
廣

さ
ん
。
70
代
か
と
思
う

も
82
歳
だ
っ
た
。
写
真

歴
50
年
と
い
う
顔
し
か

存
じ
上
げ
な
か
っ
た

が
、
お
話
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
実
は
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
の
一
面
も
あ
っ
た
。

　
少
年
野
球
、
中
学
、
高
校
、
熟
年
野
球
と
中
々
の
腕
前
と
歴
史
を
持
つ
。

高
３
春
の
試
合
で
東
北
大
会
優
勝
。
小
学
生
で
中
学
生
相
手
に
プ
レ
ー

し
て
い
た
の
が
上
達
の
秘
訣
か
な
と
の
こ
と
。
就
職
先
は
、
先
輩
が
勤

め
て
い
た
某
車
の
関
連
会
社
。
社
長
が
こ
の
上
な
い
野
球
好
き
で
、
先

輩
の
紹
介
で
面
接
に
呼
ば
れ
た
。﹁
明
日
か
ら
来
れ
る
か
？
﹂
と
即
決
採

用
だ
っ
た
。﹁
職
場
野
球
で
先
輩
と
自
分
を
除
い
て
は
み
な
素
人
。
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
も
な
く
作
業
着
で
試
合
に
臨
み
あ
ち
こ
ち
で
勝
利
を
収
め
た
﹂

と
思
い
出
を
語
る
。

　
プ
レ
ー
は
勿
論
の
こ
と
指
導
力
も
抜
群
だ
。
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
で

補
欠
の
子
た
ち
が
選
手
に
な
っ
た
こ
と
も
。
そ
ん
な
嬉
し
い
経
験
か
ら
、

今
で
も
指
導
に
関
わ
り
た
い
と
意
欲
的
だ
。

　
写
真
で
は
、
平
成
19
年
に
県
展
で
特
選
、
同
年
に
青
森
市
民
文
化
祭

で
市
長
賞
を
受
賞
し
た
経
歴
を
持
つ
。

　
四
季
折
々
の
写
真
を
た
く
さ
ん
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
色
彩
が

自
然
の
ま
ま
、
メ
リ
ハ
リ
が
あ
り
、
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
美
し
い
写
真
ば

か
り
だ
。
誰
も
が
見
慣
れ
た
場
所
を
山
口
さ
ん
が
撮
る
と
、
別
天
地
と

化
し
て
し
ま
う
の
だ
。
こ
の
感
動
を
多
く
の
人
た
ち
に
と
思
い
個
展
の

予
定
を
お
伺
い
し
た
ら
﹁
個
展
か
〜
？
お
金
拾
っ
た
ら
や
ろ
う
か
な

︵
笑
︶﹂
と
今
の
と
こ
ろ
温
め
中
の
よ
う
だ
。

　
な
ぜ
こ
ん
な
に
美
し
い
写
真
が
撮
れ
る
の
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
説
明

書
を
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
る
ほ
ど
何
度
も
読
み
返
し
、
カ
メ
ラ
の
機
能
を
フ

ル
に
使
い
こ
な
し
て
い
る
と
の
こ
と
。﹁
趣
味
で
も
な
ん
で
も
同
じ
こ
と

だ
と
思
う
け
ど
、
試
行
錯
誤
を
し
な
が
ら
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
し
や
っ

て
い
る
う
ち
に
、
自
分
の
画
な
り
技
な
り
出
来
て
く
る
の
で
は
な
い
か

な
﹂
と
静
か
な
口
調
の
中
に
も
説
得
力
が
あ
っ
た
。

　﹁
こ
の
人
は
全
く
ス
ト
レ
ス
の
な
い
人
。
若
い
と
き
か
ら
好
き
な
事

ば
っ
か
り
や
っ
て
い
る
人
だ
か
ら
。﹂
と
妻
の
ト
ミ
ヱ
さ
ん
。
山
口
さ
ん

は
参
っ
た
顔
で
大
笑
い
。

﹁
確
か
に
自
分
は
ス
ト
レ

ス
が
な
い
か
も
。
趣
味
で

好
き
な
時
に
好
き
に
動
く

の
が
良
い
ん
で
は
な
い
か

な
﹂
と
つ
ぶ
や
く
山
口
さ

ん
。﹁
こ
の
人
っ
た
ら
辞

め
た
所
か
ら
い
ろ
ん
な
こ

と
頼
ま
れ
る
の
よ
。
そ
れ

を
ま
た
引
き
受
け
る
の

よ
﹂
と
妻
の
ト
ミ
ヱ
さ
ん
。

求
め
て
く
る
人
誰
に
で
も

ご
自
分
の
知
識
、
技
術
、

何
で
も
出
し
惜
し
み
せ

ず
、
分
け
与
え
て
下
さ
る

山
口
さ
ん
の
お
人
柄
が
伺

え
る
一
言
だ
っ
た
。
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︵
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︶
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別
部
容
子
さ
ん
は
私
が
﹁
御
詠
歌
﹂

を
始
め
た
こ
ろ
か
ら
お
世
話
に
な
っ
た

大
先
輩
で
す
。
84
歳
の
と
き
に
ア
マ

チ
ュ
ア
と
し
て
最
高
位
の
﹁
２
級
教
範
﹂

と
い
う
検
定
資
格
に
合
格
し
、
現
在
も

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
別
部
さ
ん
は
、
昭
和
２
年
１
月
、
上

北
町
上
野
に
７
人
兄
妹
の
二
女
と
し
て

生
ま
れ
ま
し
た
。
祖
父
は
旧
会
津
藩
士

で
戊
辰
戦
争
に
敗
れ
、
明
治
の
初
め
に

現
在
の
三
沢
市
に
移
住
し
ま
し
た
。
容

子
さ
ん
の
名
前
は
、
そ
の
祖
父
が
歴
代

の
会
津
藩
主
の
名
前
か
ら
﹁
容
﹂
の
一

文
字
を
頂
き
命
名
し
ま
し
た
。

　
幼
い
頃
は
浜
で
砂
遊
び
や
地
引
網
の
魚
と
り
等
、
毎
日
海
で
遊
び
楽

し
か
っ
た
そ
う
で
す
が
、
学
校
時
代
以
降
は
、
戦
時
中
の
た
め
食
べ
る

物
が
な
く
栄
養
失
調
と
な
り
、
徴
用
さ

れ
た
七
戸
の
軍
馬
で
は
勤
労
奉
仕
に
従

事
し
、
大
変
辛
い
思
い
を
さ
れ
ま
し
た
。

旧
制
女
学
校
を
17
歳
で
卒
業
後
、
父
親

の
勧
め
で
教
師
と
し
て
就
職
し
ま
し
た

が
、
教
科
書
が
な
く
、
自
ら
プ
リ
ン
ト

し
て
子
供
た
ち
に
教
え
る
な
ど
、
苦
労

の
多
い
時
代
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
じ
年
の
夫
と
は
28
歳
の
と
き
職
場

を
通
じ
て
恋
愛
結
婚
、
３
人
の
子
供
に

恵
ま
れ
ま
し
た
。
夫
は
市
会
議
員
に
な

り
、
同
時
に
地
域
の
町
内
会
・
老
人
ク

ラ
ブ
・
県
人
会
︵
山
形
︶
を
立
ち
上
げ

地
域
の
活
動
に
専
念
し
ま
し
た
。
別
部

さ
ん
も
必
然
的
に
接
待
係
・
準
備
係
な

ど
で
多
忙
を
極
め
、
ご
近
所
付
き
合
い

が
多
忙
な
時
期
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
趣
味
は
、
詩
吟
︵
40
年
︶、
御
詠
歌

︵
26
年
︶、
茶
道
︵
40
年
︶、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
︵
10
年
︶
と
多
趣
味
で
す
。
習

い
事
は
免
許
皆
伝
ま
で
や
り
遂
げ
る
努

力
家
で
、
特
に
茶
道
は
、
ご
自
分
の
社

中
を
持
た
れ
指
導
に
も
通
じ
て
い
ま
す
。

　
長
寿
の
秘
訣
は
睡
眠
を
十
分
に
と
る
こ
と
。
ソ
フ
ァ
に
座
っ
た
り
、

テ
レ
ビ
を
見
た
り
、
休
め
る
と
き
は
少
し
で
も
睡
眠
を
と
っ
て
い
る
そ

う
で
す
。
好
き
な
食
べ
物
は
魚
介
類
で
、
特
に
ほ
た
て
が
好
き
。
一
時

期
は
９
種
類
も
の
薬
を
飲
ん
で
い
ま
し
た
が
、
医
師
と
相
談
し
全
て
止

め
た
結
果
、
体
調
が
よ
く
な
り
ま
し
た
。
薬
害
が
あ
っ
た
の
で
は
？
と

別
部
さ
ん
。
洗
濯
物
を
取
り
込
む
と
き
は
、
足
を
鍛
え
る
た
め
に
一
度

で
で
き
る
こ
と
も
数
度
に
分
け
て
行
い
、
動
く
こ
と
を
大
事
に
し
て
い

ま
す
。
生
き
が
い
は
、
孫
と
趣
味
の
会
の
活
動
。
信
念
は
責
任
を
持
っ

て
一
つ
の
事
を
最
後
ま
で
や

り
遂
げ
る
こ
と
。
昔
は
耐
乏

生
活
を
し
て
い
た
た
め
、
家

族
よ
り
優
先
的
に
美
味
し
い

﹁
青
天
の
霹
靂
﹂
の
米
を
食

べ
て
い
る
と
茶
目
っ
気
の
あ

る
人
で
し
た
。
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別
部 

容
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さ
ん
︵
91
歳
︶

　﹁
生
ま
れ
も
育
ち
も

今
も
ず
っ
と
こ
こ
花
園

２
丁
目
、
花
園
の
主
だ
﹂

と
満
面
の
笑
顔
で
迎
え

て
下
さ
っ
た
山
口
源
廣

さ
ん
。
70
代
か
と
思
う

も
82
歳
だ
っ
た
。
写
真

歴
50
年
と
い
う
顔
し
か

存
じ
上
げ
な
か
っ
た

が
、
お
話
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
実
は
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
の
一
面
も
あ
っ
た
。

　
少
年
野
球
、
中
学
、
高
校
、
熟
年
野
球
と
中
々
の
腕
前
と
歴
史
を
持
つ
。

高
３
春
の
試
合
で
東
北
大
会
優
勝
。
小
学
生
で
中
学
生
相
手
に
プ
レ
ー

し
て
い
た
の
が
上
達
の
秘
訣
か
な
と
の
こ
と
。
就
職
先
は
、
先
輩
が
勤

め
て
い
た
某
車
の
関
連
会
社
。
社
長
が
こ
の
上
な
い
野
球
好
き
で
、
先

輩
の
紹
介
で
面
接
に
呼
ば
れ
た
。﹁
明
日
か
ら
来
れ
る
か
？
﹂
と
即
決
採

用
だ
っ
た
。﹁
職
場
野
球
で
先
輩
と
自
分
を
除
い
て
は
み
な
素
人
。
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
も
な
く
作
業
着
で
試
合
に
臨
み
あ
ち
こ
ち
で
勝
利
を
収
め
た
﹂

と
思
い
出
を
語
る
。

　
プ
レ
ー
は
勿
論
の
こ
と
指
導
力
も
抜
群
だ
。
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
で

補
欠
の
子
た
ち
が
選
手
に
な
っ
た
こ
と
も
。
そ
ん
な
嬉
し
い
経
験
か
ら
、

今
で
も
指
導
に
関
わ
り
た
い
と
意
欲
的
だ
。

　
写
真
で
は
、
平
成
19
年
に
県
展
で
特
選
、
同
年
に
青
森
市
民
文
化
祭

で
市
長
賞
を
受
賞
し
た
経
歴
を
持
つ
。

　
四
季
折
々
の
写
真
を
た
く
さ
ん
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
色
彩
が

自
然
の
ま
ま
、
メ
リ
ハ
リ
が
あ
り
、
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
美
し
い
写
真
ば

か
り
だ
。
誰
も
が
見
慣
れ
た
場
所
を
山
口
さ
ん
が
撮
る
と
、
別
天
地
と

化
し
て
し
ま
う
の
だ
。
こ
の
感
動
を
多
く
の
人
た
ち
に
と
思
い
個
展
の

予
定
を
お
伺
い
し
た
ら
﹁
個
展
か
〜
？
お
金
拾
っ
た
ら
や
ろ
う
か
な

︵
笑
︶﹂
と
今
の
と
こ
ろ
温
め
中
の
よ
う
だ
。

　
な
ぜ
こ
ん
な
に
美
し
い
写
真
が
撮
れ
る
の
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
説
明

書
を
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
る
ほ
ど
何
度
も
読
み
返
し
、
カ
メ
ラ
の
機
能
を
フ

ル
に
使
い
こ
な
し
て
い
る
と
の
こ
と
。﹁
趣
味
で
も
な
ん
で
も
同
じ
こ
と

だ
と
思
う
け
ど
、
試
行
錯
誤
を
し
な
が
ら
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
し
や
っ

て
い
る
う
ち
に
、
自
分
の
画
な
り
技
な
り
出
来
て
く
る
の
で
は
な
い
か

な
﹂
と
静
か
な
口
調
の
中
に
も
説
得
力
が
あ
っ
た
。

　﹁
こ
の
人
は
全
く
ス
ト
レ
ス
の
な
い
人
。
若
い
と
き
か
ら
好
き
な
事

ば
っ
か
り
や
っ
て
い
る
人
だ
か
ら
。﹂
と
妻
の
ト
ミ
ヱ
さ
ん
。
山
口
さ
ん

は
参
っ
た
顔
で
大
笑
い
。

﹁
確
か
に
自
分
は
ス
ト
レ

ス
が
な
い
か
も
。
趣
味
で

好
き
な
時
に
好
き
に
動
く

の
が
良
い
ん
で
は
な
い
か

な
﹂
と
つ
ぶ
や
く
山
口
さ

ん
。﹁
こ
の
人
っ
た
ら
辞

め
た
所
か
ら
い
ろ
ん
な
こ

と
頼
ま
れ
る
の
よ
。
そ
れ

を
ま
た
引
き
受
け
る
の

よ
﹂
と
妻
の
ト
ミ
ヱ
さ
ん
。

求
め
て
く
る
人
誰
に
で
も

ご
自
分
の
知
識
、
技
術
、

何
で
も
出
し
惜
し
み
せ

ず
、
分
け
与
え
て
下
さ
る

山
口
さ
ん
の
お
人
柄
が
伺

え
る
一
言
だ
っ
た
。

青
森
市

山
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︵
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︶
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すこやか長寿コーナーは各地域の地域通信員（シニアライター）が取材した
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武
田 

　
茂 

さ
ん
︵
83
歳
︶

六
戸
町

　
武
田
さ
ん
は
昭
和
10
年
、
山
形
県
東
根

市
に
篤
農
家
の
７
人
兄
弟
、
４
番
目
と
し

て
生
ま
れ
た
。
当
時
と
し
て
は
珍
し
い
木

造
３
階
建
て
、
人
力
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
付
き

で
寺
よ
り
も
高
く
、
多
数
の
使
用
人
を
抱

え
て
い
た
。

　
小
中
高
は
地
元
の
学
校
へ
。
卒
業
後
、

名
古
屋
の
名
城
大
学
医
進
コ
ー
ス
に
入
学

す
る
も
１
年
で
中
退
。
東
京
の
日
大
農
獣

医
学
部
へ
編
入
し
、
卒
業
後
、
山
形
県
庁

人
事
課
へ
配
属
。
４
年
後
青
森
県
庁
へ
入

庁
し
畜
産
課
で
３
年
勤
め
退
職
。
そ
の
後
教
育
庁
に
採
用
さ
れ
、
青
森

県
内
の
小
中
高
で
40
年
教
鞭
を
と
っ
た
。
平
成
８
年
退
職
以
後
、
10
年

間
非
常
勤
講
師
と
し
て
地
域
勤
務
す
る
。

　
29
歳
の
と
き
に
職
場
で
恋
愛
結
婚
し
、
子
供
を
４
人
育
て
た
。
現
在

は
末
っ
子
家
族
と
同
居
し
、
小
学
校
２
年
の
孫
と
愛
犬
の
６
人
家
族
で

明
る
く
日
々
暮
ら
し
て
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
万
能
で
、
特
に
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
は
公
認
審
判
員
を
習
得
し
広
く
指
導
活
動
し
て
い
る
。
ま
た
、
様
々

な
こ
と
に
精
通
し
て
お
り
、
家
畜
人
工
授
精
師
、
造
園
師
、
シ
ニ
ア
ラ

イ
タ
ー
、
防
火
対
策
等
々
の
指
導
者
、
そ
の
他
多
数
資
格
あ
り
。
特
に

押
し
花
講
師
と
し
て
の
活
躍
は
目
覚
ま
し
く
、
押
し
花
本
部
学
院
講
師

と
し
て
各
教
室
・
施
設
・
学
校
・

各
種
団
体
の
指
導
を
行
っ
て
い

る
。
三
沢
日
米
交
流
事
業
支
援

機
関
で
開
催
し
た
﹁
ジ
ャ
パ
ン

デ
ー
﹂
で
は
、
三
沢
基
地
内
で

海
外
作
品
展
示
や
押
し
花
体
験

指
導
を
行
っ
た
。
ま
た
、
自
作
品
、
生

徒
の
作
品
は
年
２
回
、
町
内
外
の
各
施

設
に
移
動
展
示
と
実
演
指
導
を
行
っ
て

い
る
。
ウ
ェ
ナ
ッ
チ
親
善
使
節
・
中
国

使
節
団
派
遣
の
際
に
押
し
花
で
北
京
大

会
に
入
賞
し
た
経
験
も
あ
り
、
そ
の
他
、

世
界
ら
ん
展
実
演
、
様
々
な
コ
ン
ク
ー

ル
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
、Ｒ
Ａ
Ｂ
ラ
ジ
オ
出
演
等
々

活
躍
の
幅
は
広
い
。﹁
押
し
花
教
室
を

通
し
て
、
美
感
、
集
中
力
、
考
え
方
が

繊
細
に
な
り
、
仲
間
と
の
絆
が
深
ま
っ
た
。
健
康
長
寿
や
生
き
が
い
に

大
き
く
反
映
し
て
い
る
﹂
と
参
加
者
か
ら
反
響
を
得
て
い
る
。

　
２
０
１
７
年
内
閣
府
の
提
唱
す
る
エ
イ
ジ
レ
ス
・
ラ
イ
フ
︵
年
齢
に
と

ら
わ
れ
ず
自
ら
の
責
任
と
能
力
に
お
い
て
自
由
で
生
き
生
き
と
し
た
生

活
を
送
る
︶
の
実
践
模
範
と
し
て
内
閣
府
よ
り
﹁
エ
イ
ジ
レ
ス
章
﹂
を

受
章
。
２
０
１
８
年
の
10
月
12
日
に
高
齢
社
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
八
戸
の

実
践
事
例
発
表
の
た
め
、
資
料
準
備
で
あ
っ
ち
こ
っ
ち
と
奔
走
し
て
い
る
。

　﹁
役
職
も
多
く
、
す
べ
て
の
職
を
辞
め
、
妻
と
孫
と
一
緒
に
旅
行
に
行

く
の
が
夢
で
す
。
い
つ
で
も
清
ら
か
な
青
年
の
気
持
ち
を
持
ち
、
目
標

を
明
確
化
し
て
１
日
を
仲
間
と
活
動
す
る
の
が
楽
し
み
で
す
。
前
に
派

遣
さ
れ
た
ウ
ェ
ナ
ッ
チ
に
足
を
向
け
、
併
せ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
１
周
旅
行

を
し
た
い
で
す
﹂
と
の
こ
と
。

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

か
ら
、
私
た
ち
も

い
ろ
い
ろ
な
経
験

を
生
涯
に
反
映
さ

せ
、
ゆ
と
り
あ
る

優
雅
な
人
生
を
健

康
に
送
り
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

豊
富
な
経
験
、
生
き
が
い
に
浸
透

か
ら
寄
贈
さ
れ
た
楽
器
で
学
区
内
の

商
店
街
を
パ
レ
ー
ド
し
た
り
、
音
楽

的
セ
ン
ス
の
良
い
生
徒
の
才
能
伸
ば

し
に
も
努
力
し
た
。

　﹁
美
し
い
花
は
美
し
い
種
か
ら
﹂

と
幼
い
頃
か
ら
い
い
教
育
を
施
す
こ

と
を
大
事
に
し
、
何
事
に
も
一
似
貫

徹
の
精
神
で
学
校
教
育
に
情
熱
を
注

が
れ
た
小
山
内
さ
ん
は
、
心
底
嬉
し

そ
う
に
、
懐
か
し
そ
う
に
笑
顔
で
お

話
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　
退
職
さ
れ
て
27
年
。﹁
青
森
市
少

年
少
女
合
唱
団
﹂
団
長
と
し
て
合
唱

指
導
さ
れ
、
作
詞
作
曲
、
自
ら
も
歌

い
Ｃ
Ｄ
に
吹
き
込
み
、
友
人
・
知
人

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
音
楽
に
燃
え
た
。

合
間
を
見
て
裏
庭
に
家
庭
菜
園
を
作

り
、
新
鮮
無
農
薬
野
菜
を
食
べ
健
康

維
持
に
も
気
を
遣
う
。

　
５
時
半
に
起
床
、
朝
の
散
歩
で
頭

を
す
っ
き
り
さ
せ
、
夕
飯
は
５
時
。

１
時
間
位
長
椅
子
で
ウ
ト
ウ
ト
し
８

時
就
寝
。
毎
日
欠
か
さ
ず
日
記
を
書

き
、心
穏
や
か
な
規
則
正
し
い
生
活
。

﹁
健
康
で
長
生
き
出
来
た
秘
訣
は
？
﹂の
質
問
に
、﹁
自
分
の
思
う
が
ま
ま
、

好
き
な
事
し
て
来
た
か
ら
﹂
と
奥
様
。
妙
に
説
得
力
あ
り
！
二
人
共
に

こ
れ
か
ら
も
健
康
で
長
生
き
す
る
事
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

青
森
市

た
だ
す

た
だ
す

　
色
々
な
思
い
へ
の
記
憶
が
あ
る
内
に

と
﹁
自
分
史
﹂
を
書
い
た
小
山
内
糺
さ

ん
は
、
昭
和
６
年
７
月
13
日
、
小
山
内

家
の
長
男
と
し
て
青
森
市
で
誕
生
す
る
。

　
先
に
生
ま
れ
た
４
人
は
女
の
子
な
の

で
、
待
望
の
男
の
子
誕
生
に
皆
大
喜
び

し
、大
事
に
育
て
ら
れ
た
。
幼
稚
園
の
時
、

大
太
鼓
を
演
奏
し
園
長
先
生
に
褒
め
ら

れ
た
こ
と
が
音
楽
人
生
の
始
ま
り
。

　
一
度
就
職
し
た
東
奥
印
刷
を
辞
め
、

叔
父
に
勧
め
ら
れ
て
教
員
に
な
り
、
５

校
目
の
小
学
校
で
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
に
優
勝
し
東
北
大
会
に
出
場
し
た
。

赴
任
し
た
時
、﹁
素
直
で
明
る
く
真
剣
に
﹂
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
合
唱
部
を

設
立
し
て
２
年
目
の
快
挙
で
あ
っ
た
。﹁
コ
ン
ク
ー
ル
優
勝
で
流
し
た
う

れ
し
涙
の
一
雫
は
、
高
価
な
宝
石
よ
り
価
値
が
あ
り
、
心
の
奥
に
深
く

刻
ん
で
い
る
﹂
と
の
こ
と
。

　
又
、
自
分
の
母
校
で
あ
る
古
川
小
に
教
頭
と
し
て
赴
任
し
た
と
き
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
家
出
し
た
子
供
の
捜

索
で
一
睡
も
せ
ず
迎
え
た
朝
、
自
転
車

で
探
し
続
け
、
つ
い
に
青
森
駅
付
近
で

発
見
！
小
山
内
さ
ん
が
連
れ
帰
っ
た
こ

と
に
校
長
始
め
み
ん
な
ビ
ッ
ク
リ
。

　
痴
漢
騒
ぎ
の
時
も
怪
し
い
人
物
の
情

報
が
入
り
追
跡
。
警
察
官
と
一
緒
に
張

り
込
み
し
て
犯
人
を
逮
捕
し
た
様
子
を

﹁
駅
前
警
察
官
の
一
日
﹂
と
言
う
タ
イ

ト
ル
で
テ
レ
ビ
放
映
さ
れ
た
。
卒
業
生

自然な色のまま押し花にした作品

「エイジレス・ライフ内閣府表彰」受章祝賀会
（真ん中が武田さん）

い
つ
ま
で
も
書
き
続
け
た
い
﹁
自
分
史
﹂

合唱クラブで萱野茶屋まで炊事遠足へ（一番左が小山内さん）

◉
三
浦
良
子 

地
域
通
信
員

◉
藤
ヶ
森
て
る
子 

地
域
通
信
員

◉
明
戸
は
る 

地
域
通
信
員

◉
川
端
芙
代 

地
域
通
信
員

小
山
内 

糺 

さ
ん
︵
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歳
︶
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すこやか長寿コーナーは各地域の地域通信員（シニアライター）が取材した

長寿な方を掲載し、元気の秘訣等を紹介するコーナーです。 長寿コーナー長寿コーナー長寿コーナー長寿コーナーすこやかすこやかすこやかすこやか

武
田 

　
茂 

さ
ん
︵
83
歳
︶

六
戸
町

　
武
田
さ
ん
は
昭
和
10
年
、
山
形
県
東
根

市
に
篤
農
家
の
７
人
兄
弟
、
４
番
目
と
し

て
生
ま
れ
た
。
当
時
と
し
て
は
珍
し
い
木

造
３
階
建
て
、
人
力
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
付
き

で
寺
よ
り
も
高
く
、
多
数
の
使
用
人
を
抱

え
て
い
た
。

　
小
中
高
は
地
元
の
学
校
へ
。
卒
業
後
、

名
古
屋
の
名
城
大
学
医
進
コ
ー
ス
に
入
学

す
る
も
１
年
で
中
退
。
東
京
の
日
大
農
獣

医
学
部
へ
編
入
し
、
卒
業
後
、
山
形
県
庁

人
事
課
へ
配
属
。
４
年
後
青
森
県
庁
へ
入

庁
し
畜
産
課
で
３
年
勤
め
退
職
。
そ
の
後
教
育
庁
に
採
用
さ
れ
、
青
森

県
内
の
小
中
高
で
40
年
教
鞭
を
と
っ
た
。
平
成
８
年
退
職
以
後
、
10
年

間
非
常
勤
講
師
と
し
て
地
域
勤
務
す
る
。

　
29
歳
の
と
き
に
職
場
で
恋
愛
結
婚
し
、
子
供
を
４
人
育
て
た
。
現
在

は
末
っ
子
家
族
と
同
居
し
、
小
学
校
２
年
の
孫
と
愛
犬
の
６
人
家
族
で

明
る
く
日
々
暮
ら
し
て
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
万
能
で
、
特
に
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
は
公
認
審
判
員
を
習
得
し
広
く
指
導
活
動
し
て
い
る
。
ま
た
、
様
々

な
こ
と
に
精
通
し
て
お
り
、
家
畜
人
工
授
精
師
、
造
園
師
、
シ
ニ
ア
ラ

イ
タ
ー
、
防
火
対
策
等
々
の
指
導
者
、
そ
の
他
多
数
資
格
あ
り
。
特
に

押
し
花
講
師
と
し
て
の
活
躍
は
目
覚
ま
し
く
、
押
し
花
本
部
学
院
講
師

と
し
て
各
教
室
・
施
設
・
学
校
・

各
種
団
体
の
指
導
を
行
っ
て
い

る
。
三
沢
日
米
交
流
事
業
支
援

機
関
で
開
催
し
た
﹁
ジ
ャ
パ
ン

デ
ー
﹂
で
は
、
三
沢
基
地
内
で

海
外
作
品
展
示
や
押
し
花
体
験

指
導
を
行
っ
た
。
ま
た
、
自
作
品
、
生

徒
の
作
品
は
年
２
回
、
町
内
外
の
各
施

設
に
移
動
展
示
と
実
演
指
導
を
行
っ
て

い
る
。
ウ
ェ
ナ
ッ
チ
親
善
使
節
・
中
国

使
節
団
派
遣
の
際
に
押
し
花
で
北
京
大

会
に
入
賞
し
た
経
験
も
あ
り
、
そ
の
他
、

世
界
ら
ん
展
実
演
、
様
々
な
コ
ン
ク
ー

ル
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
、Ｒ
Ａ
Ｂ
ラ
ジ
オ
出
演
等
々

活
躍
の
幅
は
広
い
。﹁
押
し
花
教
室
を

通
し
て
、
美
感
、
集
中
力
、
考
え
方
が

繊
細
に
な
り
、
仲
間
と
の
絆
が
深
ま
っ
た
。
健
康
長
寿
や
生
き
が
い
に

大
き
く
反
映
し
て
い
る
﹂
と
参
加
者
か
ら
反
響
を
得
て
い
る
。

　
２
０
１
７
年
内
閣
府
の
提
唱
す
る
エ
イ
ジ
レ
ス
・
ラ
イ
フ
︵
年
齢
に
と

ら
わ
れ
ず
自
ら
の
責
任
と
能
力
に
お
い
て
自
由
で
生
き
生
き
と
し
た
生

活
を
送
る
︶
の
実
践
模
範
と
し
て
内
閣
府
よ
り
﹁
エ
イ
ジ
レ
ス
章
﹂
を

受
章
。
２
０
１
８
年
の
10
月
12
日
に
高
齢
社
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
八
戸
の

実
践
事
例
発
表
の
た
め
、
資
料
準
備
で
あ
っ
ち
こ
っ
ち
と
奔
走
し
て
い
る
。

　﹁
役
職
も
多
く
、
す
べ
て
の
職
を
辞
め
、
妻
と
孫
と
一
緒
に
旅
行
に
行

く
の
が
夢
で
す
。
い
つ
で
も
清
ら
か
な
青
年
の
気
持
ち
を
持
ち
、
目
標

を
明
確
化
し
て
１
日
を
仲
間
と
活
動
す
る
の
が
楽
し
み
で
す
。
前
に
派

遣
さ
れ
た
ウ
ェ
ナ
ッ
チ
に
足
を
向
け
、
併
せ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
１
周
旅
行

を
し
た
い
で
す
﹂
と
の
こ
と
。

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

か
ら
、
私
た
ち
も

い
ろ
い
ろ
な
経
験

を
生
涯
に
反
映
さ

せ
、
ゆ
と
り
あ
る

優
雅
な
人
生
を
健

康
に
送
り
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

豊
富
な
経
験
、
生
き
が
い
に
浸
透

か
ら
寄
贈
さ
れ
た
楽
器
で
学
区
内
の

商
店
街
を
パ
レ
ー
ド
し
た
り
、
音
楽

的
セ
ン
ス
の
良
い
生
徒
の
才
能
伸
ば

し
に
も
努
力
し
た
。

　﹁
美
し
い
花
は
美
し
い
種
か
ら
﹂

と
幼
い
頃
か
ら
い
い
教
育
を
施
す
こ

と
を
大
事
に
し
、
何
事
に
も
一
似
貫

徹
の
精
神
で
学
校
教
育
に
情
熱
を
注

が
れ
た
小
山
内
さ
ん
は
、
心
底
嬉
し

そ
う
に
、
懐
か
し
そ
う
に
笑
顔
で
お

話
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　
退
職
さ
れ
て
27
年
。﹁
青
森
市
少

年
少
女
合
唱
団
﹂
団
長
と
し
て
合
唱

指
導
さ
れ
、
作
詞
作
曲
、
自
ら
も
歌

い
Ｃ
Ｄ
に
吹
き
込
み
、
友
人
・
知
人

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
音
楽
に
燃
え
た
。

合
間
を
見
て
裏
庭
に
家
庭
菜
園
を
作

り
、
新
鮮
無
農
薬
野
菜
を
食
べ
健
康

維
持
に
も
気
を
遣
う
。

　
５
時
半
に
起
床
、
朝
の
散
歩
で
頭

を
す
っ
き
り
さ
せ
、
夕
飯
は
５
時
。

１
時
間
位
長
椅
子
で
ウ
ト
ウ
ト
し
８

時
就
寝
。
毎
日
欠
か
さ
ず
日
記
を
書

き
、心
穏
や
か
な
規
則
正
し
い
生
活
。

﹁
健
康
で
長
生
き
出
来
た
秘
訣
は
？
﹂の
質
問
に
、﹁
自
分
の
思
う
が
ま
ま
、

好
き
な
事
し
て
来
た
か
ら
﹂
と
奥
様
。
妙
に
説
得
力
あ
り
！
二
人
共
に

こ
れ
か
ら
も
健
康
で
長
生
き
す
る
事
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

青
森
市

た
だ
す

た
だ
す

　
色
々
な
思
い
へ
の
記
憶
が
あ
る
内
に

と
﹁
自
分
史
﹂
を
書
い
た
小
山
内
糺
さ

ん
は
、
昭
和
６
年
７
月
13
日
、
小
山
内

家
の
長
男
と
し
て
青
森
市
で
誕
生
す
る
。

　
先
に
生
ま
れ
た
４
人
は
女
の
子
な
の

で
、
待
望
の
男
の
子
誕
生
に
皆
大
喜
び

し
、大
事
に
育
て
ら
れ
た
。
幼
稚
園
の
時
、

大
太
鼓
を
演
奏
し
園
長
先
生
に
褒
め
ら

れ
た
こ
と
が
音
楽
人
生
の
始
ま
り
。

　
一
度
就
職
し
た
東
奥
印
刷
を
辞
め
、

叔
父
に
勧
め
ら
れ
て
教
員
に
な
り
、
５

校
目
の
小
学
校
で
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
に
優
勝
し
東
北
大
会
に
出
場
し
た
。

赴
任
し
た
時
、﹁
素
直
で
明
る
く
真
剣
に
﹂
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
合
唱
部
を

設
立
し
て
２
年
目
の
快
挙
で
あ
っ
た
。﹁
コ
ン
ク
ー
ル
優
勝
で
流
し
た
う

れ
し
涙
の
一
雫
は
、
高
価
な
宝
石
よ
り
価
値
が
あ
り
、
心
の
奥
に
深
く

刻
ん
で
い
る
﹂
と
の
こ
と
。

　
又
、
自
分
の
母
校
で
あ
る
古
川
小
に
教
頭
と
し
て
赴
任
し
た
と
き
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
家
出
し
た
子
供
の
捜

索
で
一
睡
も
せ
ず
迎
え
た
朝
、
自
転
車

で
探
し
続
け
、
つ
い
に
青
森
駅
付
近
で

発
見
！
小
山
内
さ
ん
が
連
れ
帰
っ
た
こ

と
に
校
長
始
め
み
ん
な
ビ
ッ
ク
リ
。

　
痴
漢
騒
ぎ
の
時
も
怪
し
い
人
物
の
情

報
が
入
り
追
跡
。
警
察
官
と
一
緒
に
張

り
込
み
し
て
犯
人
を
逮
捕
し
た
様
子
を

﹁
駅
前
警
察
官
の
一
日
﹂
と
言
う
タ
イ

ト
ル
で
テ
レ
ビ
放
映
さ
れ
た
。
卒
業
生

自然な色のまま押し花にした作品

「エイジレス・ライフ内閣府表彰」受章祝賀会
（真ん中が武田さん）

い
つ
ま
で
も
書
き
続
け
た
い
﹁
自
分
史
﹂

合唱クラブで萱野茶屋まで炊事遠足へ（一番左が小山内さん）

◉
三
浦
良
子 

地
域
通
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◉
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ヶ
森
て
る
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地
域
通
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員

◉
明
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は
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地
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通
信
員

◉
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通
信
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地域通信員（シニアライター）って

どんなことしているの？

弘前会場　７月11日（水） 青森会場　７月13日（金） 三沢会場　７月18日（水） 八戸会場　７月19日（木）

認定証授与真剣に勉強中

インタビューに挑戦！H28 認定地域通信員　武田 　茂 氏H28 認定地域通信員　三浦 良子 氏

講義「インタビューの仕方」

　地域通信員（シニアライター）は、長寿な方の生活習慣・生活スタイル等をインタビューしたり、地域で
活動している方やサークルを取材しています。その情報は当センターの機関誌、ホームページに掲載し、元
気なシニアの情報を県内外に発信しています。
　事業の中心を担う地域通信員を養成する研修会を、下記の４会場で開催しました。全会場ともに、午前中
は平成28年度認定地域通信員が「シニアライター活動紹介」としてご自身の経験を踏まえた事例を発表し
ました。（弘前・青森会場は三浦良子氏、三沢・八戸会場は武田茂氏）
　午後は「インタビューの仕方」と題して、東奥印刷株式会社代表取締役社長の中門清司氏が、取材を行う
ための準備、質問の仕方、原稿のまとめ方等についてお話しくださいました。講義の中では、参加者同士が
実際にインタビューをする内容もあり、皆さん初めてとは思えない巧みなインタビューで、地域通信員とし
ての一歩を踏み出しました。
　講義終了後は交流会が行われ、これからの活動について意見を出し合い、交流を深めました。その後、認
定書授与式が行われ、新たに36名の地域通信員（シニアライター）が認定されました。
　ご参加くださった皆さま大変お疲れ様でした。これから地域通信員としてのご活躍を期待しております！

平成30年度 長寿な生活調査・発信事業

地域通信員養成研修会開催しました

お近くに「元気な高齢者の方がいる」「活躍している高齢者がいる」「サークルでこんな活動をしている」

などありましたら、青森県長寿社会振興センターへお知らせください。シニアライターが取材に伺います。

≪連絡先≫  TEL：０１７（７７７）６３１１　FAX：０１７（７３５）１１６０
※長寿な生活調査・発信事業とは…長寿な方の情報を広く県内外に紹介・広報することで、県民の健康意識の
向上を図っています。また調査活動をとおして、地域通信員の社会活動の活性化に繋げています。

毎週火曜日「今日も！あさぷり」９時15分ごろ
から電話中継で、取材活動の思い出や、お住まい
の地域の情報をお届けしております。
毎月最終土曜日放送の長寿セミナー（RABラジ
オ）に出演することもあります。

機関誌「あすなろ倶楽部」にて取材した内容を掲
載しています！地域通信員（シニアライター）の
取材内容はすこやか長寿コーナーと仲間づくり
Caféになります。（年４回/4,500部発行）
http://www.choju-aomori.or.jp/

シニアライターの活動紹介や原稿のまとめ方
など講義を受けていただき、地域通信員（シ
ニアライター）に認定されます。

1 養成研修会 4 情 報 発 信

長寿な方の自宅やサークルの活動場所へ
出向いて取材！

2 取 材 活 動

提出いただいた原稿を編集委員会で話し合います。
各地域から２名ずつの計12名で組織しています。

3 「あすなろ倶楽部」編集委員会

Vol.104
平成30年 夏

�こ���こ���こ���こ��
42

13

10

94

17

14

94

94

 
 

94

◉

 

1770

21

〝

〞

〝

〞

77

◉

 

 
 

89

 

70

40

30

89

30

今別町の山できのこ狩り

滅多に出ることがない“役満”を

出しました

花が咲くのは珍しい

サンセベリア

子どもたちに習字を教えています
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Cafe

Cafe

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
を

　

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

青
森
県
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
協
会（
八
戸
市
）

　

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
は
、
福
井
県
で
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
用

の
ス
テ
ィ
ッ
ク
と
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
行
わ
れ
た
の
が
始

ま
り
で
、
そ
の
後
改
良
が
加
え
ら
れ
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
形
が
木
槌
（
マ
レ
ッ
ト
）
型
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
と
名
付
け
ら
れ
ま

し
た
。
現
在
で
は
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
脚
光
を
浴

び
、
発
祥
地
の
福
井
県
を
は
じ
め
、
長
野
県
な
ど
全
国

規
模
で
普
及
し
て
い
ま
す
。
東
北
で
は
岩
手
県
・
秋
田

県
な
ど
が
盛
ん
で
、
専
用
の
ゴ
ル
フ
場
を
持
ち
活
発
に

活
動
し
て
い
ま
す
。
ル
ー
ル
は
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
と
ほ
ぼ

同
じ
で
す
が
、
ス
テ
ィ
ッ
ク
と
ボ
ー
ル
（
硬
式
野
球
の

ボ
ー
ル
と
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
と
重
さ
）
が
異
な
り
ま
す
。

　

青
森
県
内
の
チ
ー
ム
は
、
現
在
八
戸
市
の
私
た
ち
だ
け
で
す
。
60
代
か
ら
80
代
ま
で

の
12
人
が
、
毎
週
元
気
に
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
毎
週
火
曜
日
の
定
例
会
は
、
今

年
度
か
ら
県
立
種
差
少
年
自
然
の
家
の
ご
協
力
に
よ
り
、
同
敷
地
内
で
活
動
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
年
４
回
の
県
大
会
を
開
催
す
る
ほ
か
、
全
国
大
会
等
へ
も

積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
〝
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
秋
田
大
会
〞
に
３
人
が
県

代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
夢
は
、
専
用
の
ゴ
ル
フ
場
を
持
つ
こ
と

と
、
県
内
各
地
に
仲
間
を
増
や
し
、
互
い
に
交
流
し

な
が
ら
楽
し
く
活
動
す
る
こ
と
で
す
。

　

皆
さ
ん
！
〝
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
〞
を
一
緒
に
楽
し

ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

《
お
問
合
せ
先
》

　

例

　
　

会

　
毎
週
火
曜
日

　

午
前
中

　

代
表
者

　

「
青
森
県
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
協
会
」

　
　
　
　
　
　

佐
々
木
英
治

　

電

　
　

話

　
０
１
７
８
（
２
５
）
５
４
６
４

　

場

　
　

所

　
種
差
少
年
自
然
の
家

（
地
域
通
信
員

　

松
山

　

隆
豊
）

木槌（マレット）型スティックとボール

昨年秋の県大会（岩手県久慈市侍浜のマレットゴルフ場にて）

　

行
政
の
力
を
借
り
る
訳
で
も
な
く
、
地
域
の
住

民
が
自
発
的
に
「
自
分
た
ち
の
健
康
は
、
自
分
た

ち
の
手
で
」
の
意
気
込
み
で
組
織
を
立
上
げ
、
活

動
し
て
い
る
団
体
が
あ
る
と
言
う
。
し
か
も
そ
の

先
頭
に
立
っ
て
い
る
の
が
、
卒
寿
（
90
歳
）
を
過

ぎ
た
女
性
と
聞
い
て
、
早
速
取
材
に
出
掛
け
た
。

　

「
津
川
さ
ん
の
体
操
教
室
」
の
名
称
で
、
地
域

の
高
齢
者
が
毎
月
第
１
・
第
３
木
曜
日
に
集
ま

り
、
介
護
予
防
運
動
に
取
組
ん
で
お
ら
れ
る
と
の

こ
と
。
ま
ず
驚
い
た
の
は
、
参
加
者
の
元
気
度
と

運
動
メ
ニ
ュ
ー
の
確
か
さ
。
お
馴
染
み
の
ラ
ジ
オ
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操
で
身
体
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ほ
ぐ
し
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後
、
津
川
さ
ん
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考
案

し
た
と
い
う
各
種
の
運
動
で
、
全
身
に
負
荷
を
与

え
る
の
で
す
が
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
の
メ

ニ
ュ
ー
に
勝
る
と
も
劣
ら
ぬ
内
容
で
あ
る
。
腹
筋

や
大
腿
四
頭
筋
の
筋
力
低
下
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防
止
す
る
運
動

（
ス
ト
レ
ッ
チ
と
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
や
、
上

半
身
の
捻
転
運
動
、
大
腿
背
部
の
ス
ト
レ
ッ
チ
、
膝
関
節
や
股
関
節
等
の
伸
展
運
動
や

屈
曲
運
動
。
お
お
よ
そ
30
分
程
の
運
動
の
後
は
皆
さ
ん
の
額
に
汗
が
滲
み
、
相
当
な
運

動
量
で
あ
る
こ
と
が
見
て
取
れ
た
。

　

現
役
を
退
い
た
高
齢
者
は
、
往
々
に
し
て
社
会
的
な
関
わ
り
が
希
薄
に
な
り
家
に
引

き
こ
も
り
が
ち
で
、
そ
れ
が
心
身
両
面
の
機
能
を
低
下
さ
せ
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
低
下
さ
せ
る

大
き
な
要
因
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、「
津
川
さ
ん
の
体
操
教
室
」
に
参
加
さ
れ

て
お
ら
れ
る
皆
さ
ん
に
は
微
塵
も
そ
れ
が
感
じ
ら
れ
な
い
。

《
お
問
合
せ
先
》

　

団
体
名
／
代
表

　

『
津
川
さ
ん
の
体
操
教
室
』 

／ 

代
表
・
津
川

　

ゑ
き

　

問
合
せ
先

　

 

０
１
７
５
（
２
２
）
５
２
２
１

　

会
場
／
活
動
日

　

横
迎
町
集
会
所 

／ 

毎
月
第
１
・
第
３
木
曜
日

　

13
時
30
分
〜

　

そ

　
の

　
他

　

参
加
料
は
不
要
で
す
。
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
下
さ
い
！

（
地
域
通
信
員
・
菊
池

　

三
十
義
）

自
分
た
ち
の
健
康
は
、

　
　

自
分
た
ち
の
手
で

津
川
さ
ん
の
体
操
教
室（
む
つ
市
）

　家に帰るとお囃子の練習の音が聞こえ始めて、そろそろ夏
本番だな～と思う今日この頃です。喉が渇いたから水分補給
する人は多いと思いますが、実は喉が渇いているときはすでに

体内で水分が不足しているんですって。運動前やお風呂の前など喉が渇く
前にこまめに水分補給して、青森の夏を元気に楽しみましょう！（小塚）

お詫びと訂正　あすなろ倶楽部 vol.103におきまして、以下の誤りがありました。訂正してお詫び申し上げます。
４ページ（すこやか長寿コーナー）　　　　誤：澤 忠照 地域通信員　　　　正：澤 忠昭 地域通信員

送 付 先　〒030-0822 青森市中央３丁目20－30
　　　　　県民福祉プラザ３階　　　　　青森県長寿社会振興センター「機関誌」係宛

　　　　　TEL 017（777）6311　FAX 017（735）1160そ の 他　紙面の関係上、すべての作品を掲載でき
　　　　　ない場合があります。

対　　象　県内在住の概ね60歳以上の方。注意事項　氏名、住所、作品応募の場合はタイトル
　　　　　を添えてお送りください。締 切 り　 105号　→　８／29（消印有効）

　　　　　 106号　→　11／28（　 〃 　）
　　　　　 107号　→　２／27（　 〃 　）

俳句や写真、絵手紙だけでなく、陶芸、習字、手芸などなど、
みなさんがご趣味で作っていらっしゃる作品も募集しております。

(作品は写真に撮ってご応募ください）
もちろん、俳句、短歌、川柳、みやこうたもどしどしご応募ください！

21

ラジオで発信

機関誌・ホームページで発信
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向上を図っています。また調査活動をとおして、地域通信員の社会活動の活性化に繋げています。

毎週火曜日「今日も！あさぷり」９時15分ごろ
から電話中継で、取材活動の思い出や、お住まい
の地域の情報をお届けしております。
毎月最終土曜日放送の長寿セミナー（RABラジ
オ）に出演することもあります。

機関誌「あすなろ倶楽部」にて取材した内容を掲
載しています！地域通信員（シニアライター）の
取材内容はすこやか長寿コーナーと仲間づくり
Caféになります。（年４回/4,500部発行）
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シニアライターの活動紹介や原稿のまとめ方
など講義を受けていただき、地域通信員（シ
ニアライター）に認定されます。
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信
員

　

松
山

　

隆
豊
）

木槌（マレット）型スティックとボール

昨年秋の県大会（岩手県久慈市侍浜のマレットゴルフ場にて）

　

行
政
の
力
を
借
り
る
訳
で
も
な
く
、
地
域
の
住

民
が
自
発
的
に
「
自
分
た
ち
の
健
康
は
、
自
分
た

ち
の
手
で
」
の
意
気
込
み
で
組
織
を
立
上
げ
、
活

動
し
て
い
る
団
体
が
あ
る
と
言
う
。
し
か
も
そ
の

先
頭
に
立
っ
て
い
る
の
が
、
卒
寿
（
90
歳
）
を
過

ぎ
た
女
性
と
聞
い
て
、
早
速
取
材
に
出
掛
け
た
。

　

「
津
川
さ
ん
の
体
操
教
室
」
の
名
称
で
、
地
域

の
高
齢
者
が
毎
月
第
１
・
第
３
木
曜
日
に
集
ま

り
、
介
護
予
防
運
動
に
取
組
ん
で
お
ら
れ
る
と
の

こ
と
。
ま
ず
驚
い
た
の
は
、
参
加
者
の
元
気
度
と

運
動
メ
ニ
ュ
ー
の
確
か
さ
。
お
馴
染
み
の
ラ
ジ
オ

体
操
で
身
体
を
ほ
ぐ
し
た
後
、
津
川
さ
ん
が
考
案

し
た
と
い
う
各
種
の
運
動
で
、
全
身
に
負
荷
を
与

え
る
の
で
す
が
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
の
メ

ニ
ュ
ー
に
勝
る
と
も
劣
ら
ぬ
内
容
で
あ
る
。
腹
筋

や
大
腿
四
頭
筋
の
筋
力
低
下
を
防
止
す
る
運
動

（
ス
ト
レ
ッ
チ
と
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
や
、
上

半
身
の
捻
転
運
動
、
大
腿
背
部
の
ス
ト
レ
ッ
チ
、
膝
関
節
や
股
関
節
等
の
伸
展
運
動
や

屈
曲
運
動
。
お
お
よ
そ
30
分
程
の
運
動
の
後
は
皆
さ
ん
の
額
に
汗
が
滲
み
、
相
当
な
運

動
量
で
あ
る
こ
と
が
見
て
取
れ
た
。

　

現
役
を
退
い
た
高
齢
者
は
、
往
々
に
し
て
社
会
的
な
関
わ
り
が
希
薄
に
な
り
家
に
引

き
こ
も
り
が
ち
で
、
そ
れ
が
心
身
両
面
の
機
能
を
低
下
さ
せ
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
低
下
さ
せ
る

大
き
な
要
因
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、「
津
川
さ
ん
の
体
操
教
室
」
に
参
加
さ
れ

て
お
ら
れ
る
皆
さ
ん
に
は
微
塵
も
そ
れ
が
感
じ
ら
れ
な
い
。

《
お
問
合
せ
先
》

　

団
体
名
／
代
表

　

『
津
川
さ
ん
の
体
操
教
室
』 

／ 

代
表
・
津
川

　

ゑ
き

　

問
合
せ
先

　

 

０
１
７
５
（
２
２
）
５
２
２
１

　

会
場
／
活
動
日

　

横
迎
町
集
会
所 

／ 

毎
月
第
１
・
第
３
木
曜
日

　

13
時
30
分
〜

　

そ

　
の

　
他

　

参
加
料
は
不
要
で
す
。
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
下
さ
い
！

（
地
域
通
信
員
・
菊
池

　

三
十
義
）

自
分
た
ち
の
健
康
は
、

　
　

自
分
た
ち
の
手
で

津
川
さ
ん
の
体
操
教
室（
む
つ
市
）

　家に帰るとお囃子の練習の音が聞こえ始めて、そろそろ夏
本番だな～と思う今日この頃です。喉が渇いたから水分補給
する人は多いと思いますが、実は喉が渇いているときはすでに

体内で水分が不足しているんですって。運動前やお風呂の前など喉が渇く
前にこまめに水分補給して、青森の夏を元気に楽しみましょう！（小塚）

お詫びと訂正　あすなろ倶楽部 vol.103におきまして、以下の誤りがありました。訂正してお詫び申し上げます。
４ページ（すこやか長寿コーナー）　　　　誤：澤 忠照 地域通信員　　　　正：澤 忠昭 地域通信員

送 付 先　〒030-0822 青森市中央３丁目20－30
　　　　　県民福祉プラザ３階　　　　　青森県長寿社会振興センター「機関誌」係宛

　　　　　TEL 017（777）6311　FAX 017（735）1160そ の 他　紙面の関係上、すべての作品を掲載でき
　　　　　ない場合があります。

対　　象　県内在住の概ね60歳以上の方。注意事項　氏名、住所、作品応募の場合はタイトル
　　　　　を添えてお送りください。締 切 り　 105号　→　８／29（消印有効）

　　　　　 106号　→　11／28（　 〃 　）
　　　　　 107号　→　２／27（　 〃 　）

俳句や写真、絵手紙だけでなく、陶芸、習字、手芸などなど、
みなさんがご趣味で作っていらっしゃる作品も募集しております。

(作品は写真に撮ってご応募ください）
もちろん、俳句、短歌、川柳、みやこうたもどしどしご応募ください！

21

ラジオで発信

機関誌・ホームページで発信

10
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　　　　　昭和14年青森市生まれ。昭和32年に青森県立青森高等学
校卒業後、ＮＨＫ青森放送局に入局。以後、東北各地の放送
局に勤務。平成８年にＮＨＫ文化センター青森支社長となり、

平成10年に「みやこうた」を創案。現在は、「みやこうたを創り楽しむ会」
会長の他、ＮＨＫ文化センター「みやこうたを楽しむ」講師、各地「みやこう
た教室」講師をしている。

みやこうたを創り楽しむ会会長
　湊　望（みなと　ほまれ）

～ 八甲田の「みやこうた」～
☆八甲田を　毎朝眺むる　幸せよ

☆八甲田は　雪解けに満ちて　水恵み

☆八甲田の　残雪微かに　木々の間に

☆長閑　連なりし八甲田の　森の中

☆帰省　墓参し眺める　八甲田

☆晩夏　色付きはじめた　八甲田

☆酸ヶ湯　八甲田に抱かれて　湯治客

（蝦名三男）

（小笠原幸枝）

（水尻季子）

（越野由美子）

（對馬久美子）

　（佐藤一博）

（川瀬芙美子）

や ま

や ま

や ま

のどか や ま

や ま

八
甲
田
は
１
０
０
歳
長
寿
の
シ
ン
ボ
ル

八
甲
田
は
１
０
０
歳
長
寿
の
シ
ン
ボ
ル

１５ 　八甲田　８５だ
いこう 長寿のふるさと はっこうだ

※八甲田の名称は「八＝たくさんの」「甲＝かぶと状の峰」「田
代＝湿原」の組み合わせとされ、「八つの峰」の意味ではあり
ません。山体は、大岳を主峰とする北八甲田10 峰と櫛ケ峰
を主峰とする南八甲田８峰を合わせて「八甲田連峰」と呼
ばれています。

▼
国
名
「
日
本
」
の
漢
字
表
記
は
左
右
対
称
で
す
。
そ

の
中
の
県
名
「
青
森
」
と
山
名
「
八
甲
田
」
も
ま
た
、

全
国
で
数
少
な
い
「
左
右
対
称
」
な
名
称
で
す
。

　日
本
１
０
０
名
山
で
青
森
県
を
代
表
す
る
八
甲
田
と

岩
木
山
。
八
甲
田
は
「
十
和
田
八
幡
平
国
立
公
園
」、
岩

木
山
は
「
津
軽
国
定
公
園
」
を
そ
れ
ぞ
れ
象
徴
す
る
秀

麗
な
名
峰
で
す
。
標
高
は
、
八
甲
田
大
岳
１
５
８
５
ｍ
、

岩
木
山
１
６
２
５
ｍ
で
、
そ
の
差
は
40
ｍ
。
両
峰
は
約

50
㎞
離
れ
て
い
ま
す
が
、
緯
度
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
、

東
西
・
左
右
に
並
ぶ
不
思
議
な
位
置
関
係
に
あ
り
ま
す
。

▼
太
宰
治
は
小
説
「
津
軽
」
で
『
１
６
２
５
米
の
岩
木

山
が
左
右
の
均
斉
も
正
し
く
静
か
に
青
空
に
浮
か
ん
で

い
る
』
旨
の
文
章
を
記
し
ま
し
た
。

　こ
れ
に
従
い
標
高
を
左
右
均
斉
に
分
け
る
と
「
16
」

「
25
」
で
、こ
れ
ら
を
足
す
と
「
41
」
に
な
り
、こ
れ
は
「
北

緯
41
度
し
あ
わ
せ
い
っ
ぱ
い
」
を
表
す
数
字
に
な
り
ま

す
。

▼
山
名
が
左
右
対
称
の
八
甲
田
の
標
高
を
左
右
に
振
り

分
け
る
と
「
15
」「
85
」
で
、こ
れ
ら
を
足
す
と
「
１
０
０
」

に
な
り
、
こ
ち
ら
は
「
１
０
０
歳
」
の
シ
ン
ボ
ル
に
な

り
ま
す
。

　ち
な
み
に
八
甲
田
大
岳
か
ら
半
径
１
０
０
㎞
の
円
を

描
く
と
県
北
端
の
大
間
崎
沖
に
達
し
、
青
森
県
全
域
が

ち
ょ
う
ど
収
ま
り
ま
す
。

▼
八
甲
田
は
世
界
自
然
遺
産
の
白
神
山
地
と
と
も
に
広

大
な
ブ
ナ
林
の
生
育
地
で
す
。
ブ
ナ
は
保
水
力
に
優
れ
、

多
雪
地
帯
で
は
水
源
涵
養
林
と
し
て
重
要
で
、
そ
の
実

は
野
生
動
物
の
え
さ
と
な
る
な
ど
、
多
様
な
生
態
系
を

育
む
大
き
な
役
割
も
果
た
し
て
い
ま
す
。

　ち
な
み
に
八
甲
田
を
水
源
と
す
る
青
森
市
の
水
道
水

は
「
日
本
一
美
味
し
い
水
」
と
し
て
も
評
判
で
す
。

▼
今
か
ら
約
４
千
年
も
の
昔
、
八
甲
田
を
望
む
丘
に
「
三

内
丸
山
遺
跡
」「
小
牧
野
遺
跡
」
な
ど
の
文
化
が
栄
え
ま

し
た
。
縄
文
人
は
そ
の
豊
か
な
自
然
環
境
の
も
と
で
定

住
し
、
各
地
と
交
易
を
図
る
な
ど
、
高
度
な
生
活
文
化

を
営
ん
で
い
ま
し
た
。

　三
内
丸
山
遺
跡
を
訪
れ
た
作
家
・
司
馬
遼
太
郎
は
「
こ

こ
は
北
の
ま
ほ
ろ
ば
（
優
れ
た
良
い
所
）
だ
」
と
称
し

ま
し
た
。

　「１
０
０
歳
長
寿
の
シ
ン
ボ
ル
・
八
甲
田
」
は
「
し
あ

わ
せ
い
っ
ぱ
い
の
シ
ン
ボ
ル
・
岩
木
山
」
と
と
も
に
、

遥
か
縄
文
時
代
か
ら
現
在
ま
で
「
青
森
」
を
や
さ
し
く

見
守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

・

　
　
　
　
・

・

・

か
ん
よ
う
り
ん

　平
均
寿
命
の
長
さ
で
は
今
や
世
界
有
数
の
日
本
、
そ

し
て
青
森
県
。
そ
れ
を
反
映
す
る
か
の
よ
う
に
、
近
年

１
０
０
歳
以
上
の
長
寿
者
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

　２
０
１
８
年
９
月
現
在
の
「
１
０
０
歳
以
上
」
の
人

数
は
、
日
本
全
体
で
６
万
９
７
８
５
人
、
青
森
県
は
５

９
３
人
で
、
こ
の
10
年
間
で
２
・
１
倍
に
な
り
ま
し
た
。

人
口
10
万
人
当
た
り
の
１
０
０
歳
以
上
人
口
は
46
・
４
人

で
、
全
国
平
均
の
55
・
08
人
は
下
回
っ
た
も
の
の
、
前
年

よ
り
１
・
19
人
増
え
ま
し
た
。
県
内
で
多
い
の
は
西
北

五
地
域
の
62
・
97
人
。
男
女
比
で
は
約
１
対
９
の
割
合

で
し
た
。

　「
人
生
わ
ず
か
50
年
」
と
言
わ
れ
た
の
は
昔
話
で
、

今
は
「
１
０
０
歳
以
上
」
は
珍
し
く
な
く
な
り
ま
し

た
。
史
上
初
め
て
迎
え
る
「
超
高
齢
長
寿
社
会
」
を
い

か
に
「
健
康
で
有
意
義
」
に
過
ご
す
か
が
大
き
な
課
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。

青森県内の100歳以上高齢者人口の推移

0

100

200

300

400

500

600
（人）

2005

192 207
243

281
334

371
402 425

463
490 493

567 583 593

2006
2007

2008
2009

2010
2011

2012
2013

2014
2015

2016 2018
2017 （年度）

女性
男性

市町村
青森市
弘前市
八戸市
黒石市
五所川原市
十和田市
三沢市
むつ市
つがる市
平川市
平内町
今別町
外ヶ浜町
蓬田村
鰺ヶ沢町
深浦町
西目屋村
藤崎町
大鰐町
田舎館村
板柳町
鶴田町
中泊町
野辺地町
七戸町
六戸町
横浜町
東北町
おいらせ町
六ヶ所村
大間町
東通村
風間浦村
佐井村
三戸町
五戸町
田子町
南部町
階上町
新郷村
県内合計

人数
82
78
89
12
28
29
15
25
18
8
2
7
10
0
6
10
1
8
4
4
5
10
8
9
14
9
3
14
11
4
2
4
0
2
10
18
5
19
5
5

593

青森県100歳以上高齢者数
2018.９.１現在 青森県健康福祉部

北緯４１度・青森の魅力北緯４１度・青森の魅力北緯４１度・青森の魅力

青
森
県
１
０
０
歳
長
寿
の
時
代
へ

青
森
県
１
０
０
歳
長
寿
の
時
代
へ

第
10
回
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　　　　　昭和14年青森市生まれ。昭和32年に青森県立青森高等学
校卒業後、ＮＨＫ青森放送局に入局。以後、東北各地の放送
局に勤務。平成８年にＮＨＫ文化センター青森支社長となり、

平成10年に「みやこうた」を創案。現在は、「みやこうたを創り楽しむ会」
会長の他、ＮＨＫ文化センター「みやこうたを楽しむ」講師、各地「みやこう
た教室」講師をしている。

みやこうたを創り楽しむ会会長
　湊　望（みなと　ほまれ）

～ 八甲田の「みやこうた」～
☆八甲田を　毎朝眺むる　幸せよ

☆八甲田は　雪解けに満ちて　水恵み

☆八甲田の　残雪微かに　木々の間に

☆長閑　連なりし八甲田の　森の中

☆帰省　墓参し眺める　八甲田

☆晩夏　色付きはじめた　八甲田

☆酸ヶ湯　八甲田に抱かれて　湯治客

（蝦名三男）

（小笠原幸枝）

（水尻季子）

（越野由美子）

（對馬久美子）

　（佐藤一博）

（川瀬芙美子）

や ま

や ま

や ま

のどか や ま

や ま

八
甲
田
は
１
０
０
歳
長
寿
の
シ
ン
ボ
ル

八
甲
田
は
１
０
０
歳
長
寿
の
シ
ン
ボ
ル

１５ 　八甲田　８５だ
いこう 長寿のふるさと はっこうだ

※八甲田の名称は「八＝たくさんの」「甲＝かぶと状の峰」「田
代＝湿原」の組み合わせとされ、「八つの峰」の意味ではあり
ません。山体は、大岳を主峰とする北八甲田10 峰と櫛ケ峰
を主峰とする南八甲田８峰を合わせて「八甲田連峰」と呼
ばれています。

▼
国
名
「
日
本
」
の
漢
字
表
記
は
左
右
対
称
で
す
。
そ

の
中
の
県
名
「
青
森
」
と
山
名
「
八
甲
田
」
も
ま
た
、

全
国
で
数
少
な
い
「
左
右
対
称
」
な
名
称
で
す
。

　日
本
１
０
０
名
山
で
青
森
県
を
代
表
す
る
八
甲
田
と

岩
木
山
。
八
甲
田
は
「
十
和
田
八
幡
平
国
立
公
園
」、
岩

木
山
は
「
津
軽
国
定
公
園
」
を
そ
れ
ぞ
れ
象
徴
す
る
秀

麗
な
名
峰
で
す
。
標
高
は
、
八
甲
田
大
岳
１
５
８
５
ｍ
、

岩
木
山
１
６
２
５
ｍ
で
、
そ
の
差
は
40
ｍ
。
両
峰
は
約

50
㎞
離
れ
て
い
ま
す
が
、
緯
度
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
、

東
西
・
左
右
に
並
ぶ
不
思
議
な
位
置
関
係
に
あ
り
ま
す
。

▼
太
宰
治
は
小
説
「
津
軽
」
で
『
１
６
２
５
米
の
岩
木

山
が
左
右
の
均
斉
も
正
し
く
静
か
に
青
空
に
浮
か
ん
で

い
る
』
旨
の
文
章
を
記
し
ま
し
た
。

　こ
れ
に
従
い
標
高
を
左
右
均
斉
に
分
け
る
と
「
16
」

「
25
」
で
、こ
れ
ら
を
足
す
と
「
41
」
に
な
り
、こ
れ
は
「
北

緯
41
度
し
あ
わ
せ
い
っ
ぱ
い
」
を
表
す
数
字
に
な
り
ま

す
。

▼
山
名
が
左
右
対
称
の
八
甲
田
の
標
高
を
左
右
に
振
り

分
け
る
と
「
15
」「
85
」
で
、こ
れ
ら
を
足
す
と
「
１
０
０
」

に
な
り
、
こ
ち
ら
は
「
１
０
０
歳
」
の
シ
ン
ボ
ル
に
な

り
ま
す
。

　ち
な
み
に
八
甲
田
大
岳
か
ら
半
径
１
０
０
㎞
の
円
を

描
く
と
県
北
端
の
大
間
崎
沖
に
達
し
、
青
森
県
全
域
が

ち
ょ
う
ど
収
ま
り
ま
す
。

▼
八
甲
田
は
世
界
自
然
遺
産
の
白
神
山
地
と
と
も
に
広

大
な
ブ
ナ
林
の
生
育
地
で
す
。
ブ
ナ
は
保
水
力
に
優
れ
、

多
雪
地
帯
で
は
水
源
涵
養
林
と
し
て
重
要
で
、
そ
の
実

は
野
生
動
物
の
え
さ
と
な
る
な
ど
、
多
様
な
生
態
系
を

育
む
大
き
な
役
割
も
果
た
し
て
い
ま
す
。

　ち
な
み
に
八
甲
田
を
水
源
と
す
る
青
森
市
の
水
道
水

は
「
日
本
一
美
味
し
い
水
」
と
し
て
も
評
判
で
す
。

▼
今
か
ら
約
４
千
年
も
の
昔
、
八
甲
田
を
望
む
丘
に
「
三

内
丸
山
遺
跡
」「
小
牧
野
遺
跡
」
な
ど
の
文
化
が
栄
え
ま

し
た
。
縄
文
人
は
そ
の
豊
か
な
自
然
環
境
の
も
と
で
定

住
し
、
各
地
と
交
易
を
図
る
な
ど
、
高
度
な
生
活
文
化

を
営
ん
で
い
ま
し
た
。

　三
内
丸
山
遺
跡
を
訪
れ
た
作
家
・
司
馬
遼
太
郎
は
「
こ

こ
は
北
の
ま
ほ
ろ
ば
（
優
れ
た
良
い
所
）
だ
」
と
称
し

ま
し
た
。

　「１
０
０
歳
長
寿
の
シ
ン
ボ
ル
・
八
甲
田
」
は
「
し
あ

わ
せ
い
っ
ぱ
い
の
シ
ン
ボ
ル
・
岩
木
山
」
と
と
も
に
、

遥
か
縄
文
時
代
か
ら
現
在
ま
で
「
青
森
」
を
や
さ
し
く

見
守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

・

　
　
　
　
・

・

・

か
ん
よ
う
り
ん

　平
均
寿
命
の
長
さ
で
は
今
や
世
界
有
数
の
日
本
、
そ

し
て
青
森
県
。
そ
れ
を
反
映
す
る
か
の
よ
う
に
、
近
年

１
０
０
歳
以
上
の
長
寿
者
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

　２
０
１
８
年
９
月
現
在
の
「
１
０
０
歳
以
上
」
の
人

数
は
、
日
本
全
体
で
６
万
９
７
８
５
人
、
青
森
県
は
５

９
３
人
で
、
こ
の
10
年
間
で
２
・
１
倍
に
な
り
ま
し
た
。

人
口
10
万
人
当
た
り
の
１
０
０
歳
以
上
人
口
は
46
・
４
人

で
、
全
国
平
均
の
55
・
08
人
は
下
回
っ
た
も
の
の
、
前
年

よ
り
１
・
19
人
増
え
ま
し
た
。
県
内
で
多
い
の
は
西
北

五
地
域
の
62
・
97
人
。
男
女
比
で
は
約
１
対
９
の
割
合

で
し
た
。

　「
人
生
わ
ず
か
50
年
」
と
言
わ
れ
た
の
は
昔
話
で
、

今
は
「
１
０
０
歳
以
上
」
は
珍
し
く
な
く
な
り
ま
し

た
。
史
上
初
め
て
迎
え
る
「
超
高
齢
長
寿
社
会
」
を
い

か
に
「
健
康
で
有
意
義
」
に
過
ご
す
か
が
大
き
な
課
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。

青森県内の100歳以上高齢者人口の推移
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五戸町
田子町
南部町
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　　　　　昭和14年青森市生まれ。昭和32年に青森県立青森高等学
校卒業後、ＮＨＫ青森放送局に入局。以後、東北各地の放送
局に勤務。平成８年にＮＨＫ文化センター青森支社長となり、

平成10年に「みやこうた」を創案。現在は、「みやこうたを創り楽しむ会」
会長の他、ＮＨＫ文化センター「みやこうたを楽しむ」講師、各地「みやこう
た教室」講師をしている。

みやこうたを創り楽しむ会会長
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～ 八甲田の「みやこうた」～
☆八甲田を　毎朝眺むる　幸せよ

☆八甲田は　雪解けに満ちて　水恵み

☆八甲田の　残雪微かに　木々の間に

☆長閑　連なりし八甲田の　森の中

☆帰省　墓参し眺める　八甲田

☆晩夏　色付きはじめた　八甲田

☆酸ヶ湯　八甲田に抱かれて　湯治客

（蝦名三男）

（小笠原幸枝）

（水尻季子）

（越野由美子）

（對馬久美子）

　（佐藤一博）

（川瀬芙美子）
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や ま
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甲
田
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０
０
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シ
ン
ボ
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０
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の
シ
ン
ボ
ル

１５ 　八甲田　８５だ
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▼
国
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「
日
本
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右
対
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の
県
名
「
青
森
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「
八
甲
田
」
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ま
た
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全
国
で
数
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な
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「
左
右
対
称
」
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す
。

　日
本
１
０
０
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甲
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園
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岩
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。
標
高
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、
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甲
田
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岳
１
５
８
５
ｍ
、

岩
木
山
１
６
２
５
ｍ
で
、
そ
の
差
は
40
ｍ
。
両
峰
は
約

50
㎞
離
れ
て
い
ま
す
が
、
緯
度
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
、

東
西
・
左
右
に
並
ぶ
不
思
議
な
位
置
関
係
に
あ
り
ま
す
。

▼
太
宰
治
は
小
説
「
津
軽
」
で
『
１
６
２
５
米
の
岩
木

山
が
左
右
の
均
斉
も
正
し
く
静
か
に
青
空
に
浮
か
ん
で

い
る
』
旨
の
文
章
を
記
し
ま
し
た
。

　こ
れ
に
従
い
標
高
を
左
右
均
斉
に
分
け
る
と
「
16
」

「
25
」
で
、こ
れ
ら
を
足
す
と
「
41
」
に
な
り
、こ
れ
は
「
北

緯
41
度
し
あ
わ
せ
い
っ
ぱ
い
」
を
表
す
数
字
に
な
り
ま

す
。

▼
山
名
が
左
右
対
称
の
八
甲
田
の
標
高
を
左
右
に
振
り

分
け
る
と
「
15
」「
85
」
で
、こ
れ
ら
を
足
す
と
「
１
０
０
」

に
な
り
、
こ
ち
ら
は
「
１
０
０
歳
」
の
シ
ン
ボ
ル
に
な

り
ま
す
。

　ち
な
み
に
八
甲
田
大
岳
か
ら
半
径
１
０
０
㎞
の
円
を

描
く
と
県
北
端
の
大
間
崎
沖
に
達
し
、
青
森
県
全
域
が

ち
ょ
う
ど
収
ま
り
ま
す
。

▼
八
甲
田
は
世
界
自
然
遺
産
の
白
神
山
地
と
と
も
に
広

大
な
ブ
ナ
林
の
生
育
地
で
す
。
ブ
ナ
は
保
水
力
に
優
れ
、

多
雪
地
帯
で
は
水
源
涵
養
林
と
し
て
重
要
で
、
そ
の
実

は
野
生
動
物
の
え
さ
と
な
る
な
ど
、
多
様
な
生
態
系
を

育
む
大
き
な
役
割
も
果
た
し
て
い
ま
す
。

　ち
な
み
に
八
甲
田
を
水
源
と
す
る
青
森
市
の
水
道
水

は
「
日
本
一
美
味
し
い
水
」
と
し
て
も
評
判
で
す
。

▼
今
か
ら
約
４
千
年
も
の
昔
、
八
甲
田
を
望
む
丘
に
「
三

内
丸
山
遺
跡
」「
小
牧
野
遺
跡
」
な
ど
の
文
化
が
栄
え
ま

し
た
。
縄
文
人
は
そ
の
豊
か
な
自
然
環
境
の
も
と
で
定

住
し
、
各
地
と
交
易
を
図
る
な
ど
、
高
度
な
生
活
文
化

を
営
ん
で
い
ま
し
た
。

　三
内
丸
山
遺
跡
を
訪
れ
た
作
家
・
司
馬
遼
太
郎
は
「
こ

こ
は
北
の
ま
ほ
ろ
ば
（
優
れ
た
良
い
所
）
だ
」
と
称
し

ま
し
た
。

　「１
０
０
歳
長
寿
の
シ
ン
ボ
ル
・
八
甲
田
」
は
「
し
あ

わ
せ
い
っ
ぱ
い
の
シ
ン
ボ
ル
・
岩
木
山
」
と
と
も
に
、

遥
か
縄
文
時
代
か
ら
現
在
ま
で
「
青
森
」
を
や
さ
し
く

見
守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

・

　
　
　
　
・

・

・

か
ん
よ
う
り
ん

　平
均
寿
命
の
長
さ
で
は
今
や
世
界
有
数
の
日
本
、
そ

し
て
青
森
県
。
そ
れ
を
反
映
す
る
か
の
よ
う
に
、
近
年

１
０
０
歳
以
上
の
長
寿
者
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

　２
０
１
８
年
９
月
現
在
の
「
１
０
０
歳
以
上
」
の
人

数
は
、
日
本
全
体
で
６
万
９
７
８
５
人
、
青
森
県
は
５

９
３
人
で
、
こ
の
10
年
間
で
２
・
１
倍
に
な
り
ま
し
た
。

人
口
10
万
人
当
た
り
の
１
０
０
歳
以
上
人
口
は
46
・
４
人

で
、
全
国
平
均
の
55
・
08
人
は
下
回
っ
た
も
の
の
、
前
年

よ
り
１
・
19
人
増
え
ま
し
た
。
県
内
で
多
い
の
は
西
北

五
地
域
の
62
・
97
人
。
男
女
比
で
は
約
１
対
９
の
割
合

で
し
た
。

　「
人
生
わ
ず
か
50
年
」
と
言
わ
れ
た
の
は
昔
話
で
、

今
は
「
１
０
０
歳
以
上
」
は
珍
し
く
な
く
な
り
ま
し

た
。
史
上
初
め
て
迎
え
る
「
超
高
齢
長
寿
社
会
」
を
い

か
に
「
健
康
で
有
意
義
」
に
過
ご
す
か
が
大
き
な
課
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。

青森県内の100歳以上高齢者人口の推移
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あすなろ友の会の活動
「あすなろ友の会」は、高齢者の生きがいと健康づくり及び仲間づくりの推進を目的に自主的に活動しています。

　７
月
19
日
、
参
加
者
33
名
は
送
迎
バ
ス

で
「
高
岡
の
森
弘
前
藩
歴
史
館
」
に
向
か

う
。
展
示
室
の
入
り
口
で
は
、
正
保
二
年

国
絵
図
の
大
き
な
複
製
が
我
々
を
出
迎
え

て
く
れ
た
。

　学
芸
員
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
信
政

着
用
具
足
の
複
製
、
信
政
公
葬
送
図
絵

巻
、
藩
主
信
枚
・
信
義
・
信
政
・
信
寿
・

寧
親
直
筆
の
絵
図
、
刀
剣
類
、
高
照
神
社

へ
奉
納
し
た
絵
馬
な
ど
を
見
る
。
藩
主
の

絵
、
さ
す
が
う
ま
く
描
け
て
い
る
な
と

思
っ
た
。
館
内
に
は
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
が
あ

り
、
参
加
者
は
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
を
自
由
に

操
作
し
て
、
国
絵
図
、
弘
前
城
下
絵
図
、

信
政
公
葬
送
図
絵
巻
、
絵
馬
な
ど
を
存
分

に
楽
し
ん
で
い
た
。

　こ
の
後
、
ブ
ナ
の
里
白
神
館
へ
移
動
。

入
浴
・
昼
食
の
後
、
有
志
が
弘
前
音
頭
や

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
な
ど
を
披
露
し
、
会
場
は
盛
り
上
が
っ
た
。

　帰
途
、
道
の
駅
津
軽
白
神
で
買
い
物
を
楽
し
み
、
弘
前
駅
城
東
口
で
解
散
。
充
実

し
た
一
日
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
津
軽
支
部

　鳴
海

　紀
）

　次
の
目
的
「
恐
山
散
策
」
へ
と
バ
ス
は
走
る
。
こ
の
場
所
に
様
々
な
思
い
出
が
あ

る
人
、
初
め
て
訪
れ
る
人
、
そ
れ
ぞ
れ
思
い
思
い
に
散
策
を
堪
能
。
中
に
は
入
浴
さ

れ
た
方
も
い
る
。

　予
定
で
は
釡
臥
山
展
望
台
見
学
も
盛
り
込
ん
で
い
た
が
、
空
に
厚
い
雲
が
立
ち
込

め
雨
模
様
と
な
っ
た
た
め
、
残
念
だ
が
今
回
は
諦
め
「
道
の
駅
よ
こ
は
ま
」
で
お
買

い
物
タ
イ
ム
を
設
け
、
一
路
青
森
へ
。
車
中
で
は
会
話
で
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま

れ
た
。
体
調
不
良
や
け
が
を
す
る
人
も
な
く
参
加
者
が
楽
し
め
た
の
は
、
企
画
者
と

し
て
こ
の
上
な
い
喜
び
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　（
青
森
支
部

　古
川

　な
み
い
）

▼
津
軽
支
部

弘
前
藩
歴
史
館
と
白
神
館
を
巡
る

　６
月
11
日
（
月
）、
県
民
総
合
運
動
会
で
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
楽
し
む
会
が
開
催
さ
れ
、
初

心
者
・
ベ
テ
ラ
ン
合
わ
せ
て
68
名
の
参
加
者
が
プ

レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は
「
仲
間
が
広
が
る
・

笑
顔
も
広
が
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
お
り
、
昨

年
か
ら
参
加
し
た
人
も
多
い
競
技
で
す
。
そ
れ
ぞ

れ
５
人
１
組
の
チ
ー
ム
編
成
で
、
24
ホ
ー
ル
を
ア

ク
シ
デ
ン
ト
も
な
く
楽
し
く
、
元
気
に
プ
レ
ー
を

し
ま
し
た
。

　昨
年
は
10
名
の
方
が
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
出
さ

れ
ま
し
た
が
、
今
年
は
驚
く
こ
と
に
ホ
ー
ル
イ
ン

ワ
ン
を
３
回
出
さ
れ
た
方
が
１
人
、
２
回
出
さ
れ
た
方
が
２
人
、
１
回
出
さ
れ
た
方

が
10
人
、
計
17
の
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
が
記
録
さ
れ
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。

　今
回
も
コ
ー
ス
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
他
、
諸
々
に
ご
支
援
い
た
だ
い
た
同
好
会
の

方
々
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　（
青
森
支
部

　煤
田

　実
）

▼
青
森
支
部

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
楽
し
む
会

　７
月
12
日
（
木
）、
今
年
度
最
初
の
バ
ス
旅

は
、
総
勢
88
名
を
乗
せ
て
下
北
へ
と
出
発
し

た
。　途

中
「
道
の
駅
よ
こ
は
ま
」
で
ト
イ
レ
休
憩

を
取
り
、
食
べ
る
楽
し
み
で
あ
る
第
一
弾
「
む

つ
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
」
ま
で
一
直
線
。
行
程
上

お
昼
は
短
時
間
で
あ
っ
た
が
想
定
以
上
に
美
味

し
か
っ
た
と
評
判
。
ホ
テ
ル
か
ら
見
渡
す
眼
下

の
景
色
は
雲
に
遮
ら
れ
て
い
た
と
は
い
え
、
見

応
え
が
あ
っ
た
。

恐
山
散
策
と

　釡臥
山
展
望
台
の
旅

　７
月
21
日
（
土
）、
十
和
田
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
体
を

ほ
ぐ
す
ユ
ニ
カ
ー
ル
交
流
を
行
っ
た
。
十
和
田
市
ユ
ニ
カ
ー
ル

協
会
会
員
の
ご
協
力
の
も
と
、
瀬
川
副
支
部
長
の
競
技
説
明
と

準
備
体
操
後
、
３
班
に
分
か
れ
和
気
あ
い
あ
い
と
プ
レ
ー
。
途

中
、
充
分
な
水
分
を
取
り
な
が
ら
班
替
え
も
行
い
、
心
地
よ
い

汗
を
流
し
た
。

　８
月
は
、
事
業
が
な
い
の
で
22
日
（
水
）、
午
前
11
時
か
ら

六
戸
町
文
化
ホ
ー
ル
で
前
半
事
業
の
反
省
点
と
10
月
の
遊
学
の

旅
や
12
月
の
支
部
忘
年
会
な
ど
の
事
業
推
進
に
つ
い
て
運
営
委

員
会
を
開
催
し
た
。

（
上
十
三
支
部

　沖
津

　秀
樹
）

健
康
ア
ッ
プ

　ユニ
カ
ー
ル
で
交
流

▼
下
北
支
部

ジ
オ
サ
イ
ト
探
検

　ぐる
り
ん
下
北

　６
月
12
日
（
火
）、
ジ
オ
サ
イ
ト
巡
り
を
決
行
し
た
。

　川
内
町
経
由
で
野
平
高
原
へ
。「
縫
道
石
山
」
を
横
目
に
牛
滝
へ
バ
ス
を
進
め
る
。
こ
こ
か
ら
小
型

観
光
船
「
夢
の
海
中
号
」
に
乗
り
換
え
て
仏
ヶ
浦
へ
。「
夢
の
海
中
号
」
は
、
小
型
で
仏
ヶ
浦
の
海
と

白
い
奇
岩
を
近
距
離
で
観
察
で
き
、
船
内
は
海
中
観
察
も
出
来
る
。

　参
加
者
全
員
が
自
分
の
足
で
、
仏
ヶ
浦
の
自
然
が
生
み
出
し
た
奇
跡
、
波
と
風
が
作
り
上
げ
た
奇

岩
、
如
来
の
首
・
五
百
羅
漢
・
屏
風
岩
等
を
観
察
し
な
が
ら
極
楽

浜
ま
で
探
検
。

　牛
滝
か
ら
バ
ス
で
佐
井
村
の
ア
ル
サ
ス
へ
。
途
中
、
男
女
が
抱

き
合
う
様
子
と
伝
え
ら
れ
る
二
つ
の
巨
大
な
岩
、
神
の
岩
山
と
し

て
祀
ら
れ
、
縁
結
び
の
岩
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
き
た
「
願
掛
岩
」

で
願
を
掛
け
、
佐
井
村
へ
。

　「
津
軽
海
峡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
ア
ル
サ
ス
）」
で
昼
食
後
、
土

産
を
買
う
。
大
間
崎
で
弁
天
島
・
汐
首
崎
・
渡
島
半
島
の
峰
を
望

み
、
下
風
呂
へ
バ
ス
を
進
め
る
。
潮
騒
聞
こ
え
る
海
峡
の
温
泉
、

下
風
呂
温
泉
を
車
窓
か
ら
眺
め
む
つ
市
へ
。

　途
中
、
大
間
崎
の
売
店
、
ば
ん
や
め
し
、
い
さ
り
び
ハ
ウ
ス
等

で
「
ジ
オ
商
品
」
を
お
土
産
に
、
豊
か
な
自
然
を
心
ゆ
く
ま
で
堪

能
し
た
一
日
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　（
下
北
支
部

　祐
川

　猛
）

▼
上
十
三
支
部

サ
ク
ラ
ン
ボ
狩
り
に
大
歓
声

　６
月
20
日
（
水
）、
十
和
田
市
イ
オ
ン
に
集
合
し
、
南
部
町
な
が
わ
農
業
観
光
案
内
所
に
向
か
う
。

案
内
所
で
は
待
機
し
て
い
た
大
久
保
農
園
主

の
案
内
の
も
と
、
注
意
事
項
を
熱
心
に
聞

き
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
狩
り
を
開
始
。
サ
ク
ラ
ン

ボ
狩
り
初
日
と
あ
っ
て
、
た
わ
わ
に
実
る

真
っ
赤
な
大
粒
の
佐
藤
錦
に
一
同
大
歓
声
。

数
種
類
の
サ
ク
ラ
ン
ボ
を
食
し
た
後
、
各
自

お
土
産
を
購
入
す
る
も
品
不
足
。
急
き
ょ
名

川
チ
ェ
リ
ー
セ
ン
タ
ー
に
立
寄
り
ゲ
ッ
ト
。

　体
験
実
習
館
チ
ェ
リ
ウ
ス
で
反
省
会
を
兼

ね
た
昼
食
会
で
、
次
回
事
業
を
確
認
。
感
想

発
表
と
武
田
顧
問
か
ら
の
講
評
後
、
７
月
の

ユ
ニ
カ
ー
ル
で
の
再
会
を
約
束
し
て
解
散
し

た
。

　
　（
上
十
三
支
部

　沖
津

　秀
樹
）

　７
月
23
日
、
照
り
も
せ
ず
曇
り
も
せ
ず
の
絶
好
の
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
狩
り
と
な
り
ま
し
た
。

　会
員
の
大
石
様
ご
夫
婦
の
協
力
の
も
と
、
約
１
０
０
０
本
栽

培
さ
れ
て
い
る
完
全
無
農
薬
栽
培
（
県
内
２
か
所
だ
け
の
認

定
）
の
園
を
全
面
開
放
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　夫
婦
、
友
人
、
知
人
で
、
親
子
連
れ
で
と
総
勢
28
名
の
沢
山

の
参
加
を
得
、
た
わ
わ
に
実
っ
た
暗
紫
色
の
粒
を
口
い
っ
ぱ
い

に
頬
張
り
ま
し
た
。
各
自
バ
ケ
ツ
に
溢
れ
る
ほ
ど
の
収
穫
で
し

た
。　杉

木
立
に
囲
ま
れ
た
緑
一
色
の
環
境
の
中
で
、
子
ど
も
達
の

声
を
聞
き
、
走
り
回
る
姿
を
目
に
し
た
の
も
今
日
の
大
き
な
収

穫
の
ひ
と
つ
で
し
た
。
明
日
か
ら
皆
さ
ん
の
眼
は
、
曇
り
の
な

い
透
き
通
っ
た
眼
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
八
戸
支
部

　川
村

　登
茂
）

▼
八
戸
支
部

収
穫
の
多
い
一
日
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あすなろ友の会の活動
「あすなろ友の会」は、高齢者の生きがいと健康づくり及び仲間づくりの推進を目的に自主的に活動しています。
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岡
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史
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入
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。
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。
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。
こ
の
場
所
に
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な
思
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出
が
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る
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れ
る
人
、
そ
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ぞ
れ
思
い
思
い
に
散
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を
堪
能
。
中
に
は
入
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さ
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た
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も
い
る
。

　予
定
で
は
釡
臥
山
展
望
台
見
学
も
盛
り
込
ん
で
い
た
が
、
空
に
厚
い
雲
が
立
ち
込

め
雨
模
様
と
な
っ
た
た
め
、
残
念
だ
が
今
回
は
諦
め
「
道
の
駅
よ
こ
は
ま
」
で
お
買

い
物
タ
イ
ム
を
設
け
、
一
路
青
森
へ
。
車
中
で
は
会
話
で
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま

れ
た
。
体
調
不
良
や
け
が
を
す
る
人
も
な
く
参
加
者
が
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た
の
は
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企
画
者
と

し
て
こ
の
上
な
い
喜
び
で
あ
る
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青
森
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み
い
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津
軽
支
部

弘
前
藩
歴
史
館
と
白
神
館
を
巡
る

　６
月
11
日
（
月
）、
県
民
総
合
運
動
会
で
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
楽
し
む
会
が
開
催
さ
れ
、
初

心
者
・
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テ
ラ
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合
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せ
て
68
名
の
参
加
者
が
プ

レ
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を
楽
し
み
ま
し
た
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　グ
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ウ
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ド
・
ゴ
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フ
は
「
仲
間
が
広
が
る
・

笑
顔
も
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が
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
お
り
、
昨

年
か
ら
参
加
し
た
人
も
多
い
競
技
で
す
。
そ
れ
ぞ

れ
５
人
１
組
の
チ
ー
ム
編
成
で
、
24
ホ
ー
ル
を
ア

ク
シ
デ
ン
ト
も
な
く
楽
し
く
、
元
気
に
プ
レ
ー
を

し
ま
し
た
。

　昨
年
は
10
名
の
方
が
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
出
さ

れ
ま
し
た
が
、
今
年
は
驚
く
こ
と
に
ホ
ー
ル
イ
ン

ワ
ン
を
３
回
出
さ
れ
た
方
が
１
人
、
２
回
出
さ
れ
た
方
が
２
人
、
１
回
出
さ
れ
た
方

が
10
人
、
計
17
の
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
が
記
録
さ
れ
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。

　今
回
も
コ
ー
ス
の
セ
ッ
テ
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グ
他
、
諸
々
に
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支
援
い
た
だ
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た
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好
会
の
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に
厚
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。
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部
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ゴ
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フ
を
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し
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会
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日
（
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）、
今
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度
最
初
の
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ス
旅

は
、
総
勢
88
名
を
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せ
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下
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と
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発
し

た
。　途

中
「
道
の
駅
よ
こ
は
ま
」
で
ト
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憩

を
取
り
、
食
べ
る
楽
し
み
で
あ
る
第
一
弾
「
む

つ
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
」
ま
で
一
直
線
。
行
程
上

お
昼
は
短
時
間
で
あ
っ
た
が
想
定
以
上
に
美
味

し
か
っ
た
と
評
判
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ホ
テ
ル
か
ら
見
渡
す
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下

の
景
色
は
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に
遮
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た
と
は
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え
、
見

応
え
が
あ
っ
た
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恐
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散
策
と
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望
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21
日
（
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市
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で
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を

ほ
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す
ユ
ニ
カ
ー
ル
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流
を
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た
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十
和
田
市
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ニ
カ
ー
ル

協
会
会
員
の
ご
協
力
の
も
と
、
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副
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長
の
競
技
説
明
と
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備
体
操
後
、
３
班
に
分
か
れ
和
気
あ
い
あ
い
と
プ
レ
ー
。
途

中
、
充
分
な
水
分
を
取
り
な
が
ら
班
替
え
も
行
い
、
心
地
よ
い

汗
を
流
し
た
。

　８
月
は
、
事
業
が
な
い
の
で
22
日
（
水
）、
午
前
11
時
か
ら

六
戸
町
文
化
ホ
ー
ル
で
前
半
事
業
の
反
省
点
と
10
月
の
遊
学
の

旅
や
12
月
の
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部
忘
年
会
な
ど
の
事
業
推
進
に
つ
い
て
運
営
委

員
会
を
開
催
し
た
。
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十
三
支
部

　沖
津
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樹
）

健
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ア
ッ
プ

　ユニ
カ
ー
ル
で
交
流

▼
下
北
支
部

ジ
オ
サ
イ
ト
探
検

　ぐる
り
ん
下
北

　６
月
12
日
（
火
）、
ジ
オ
サ
イ
ト
巡
り
を
決
行
し
た
。

　川
内
町
経
由
で
野
平
高
原
へ
。「
縫
道
石
山
」
を
横
目
に
牛
滝
へ
バ
ス
を
進
め
る
。
こ
こ
か
ら
小
型

観
光
船
「
夢
の
海
中
号
」
に
乗
り
換
え
て
仏
ヶ
浦
へ
。「
夢
の
海
中
号
」
は
、
小
型
で
仏
ヶ
浦
の
海
と

白
い
奇
岩
を
近
距
離
で
観
察
で
き
、
船
内
は
海
中
観
察
も
出
来
る
。

　参
加
者
全
員
が
自
分
の
足
で
、
仏
ヶ
浦
の
自
然
が
生
み
出
し
た
奇
跡
、
波
と
風
が
作
り
上
げ
た
奇

岩
、
如
来
の
首
・
五
百
羅
漢
・
屏
風
岩
等
を
観
察
し
な
が
ら
極
楽

浜
ま
で
探
検
。

　牛
滝
か
ら
バ
ス
で
佐
井
村
の
ア
ル
サ
ス
へ
。
途
中
、
男
女
が
抱

き
合
う
様
子
と
伝
え
ら
れ
る
二
つ
の
巨
大
な
岩
、
神
の
岩
山
と
し

て
祀
ら
れ
、
縁
結
び
の
岩
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
き
た
「
願
掛
岩
」

で
願
を
掛
け
、
佐
井
村
へ
。

　「
津
軽
海
峡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
ア
ル
サ
ス
）」
で
昼
食
後
、
土

産
を
買
う
。
大
間
崎
で
弁
天
島
・
汐
首
崎
・
渡
島
半
島
の
峰
を
望

み
、
下
風
呂
へ
バ
ス
を
進
め
る
。
潮
騒
聞
こ
え
る
海
峡
の
温
泉
、

下
風
呂
温
泉
を
車
窓
か
ら
眺
め
む
つ
市
へ
。

　途
中
、
大
間
崎
の
売
店
、
ば
ん
や
め
し
、
い
さ
り
び
ハ
ウ
ス
等

で
「
ジ
オ
商
品
」
を
お
土
産
に
、
豊
か
な
自
然
を
心
ゆ
く
ま
で
堪

能
し
た
一
日
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　（
下
北
支
部

　祐
川

　猛
）

▼
上
十
三
支
部

サ
ク
ラ
ン
ボ
狩
り
に
大
歓
声

　６
月
20
日
（
水
）、
十
和
田
市
イ
オ
ン
に
集
合
し
、
南
部
町
な
が
わ
農
業
観
光
案
内
所
に
向
か
う
。

案
内
所
で
は
待
機
し
て
い
た
大
久
保
農
園
主

の
案
内
の
も
と
、
注
意
事
項
を
熱
心
に
聞

き
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
狩
り
を
開
始
。
サ
ク
ラ
ン

ボ
狩
り
初
日
と
あ
っ
て
、
た
わ
わ
に
実
る

真
っ
赤
な
大
粒
の
佐
藤
錦
に
一
同
大
歓
声
。

数
種
類
の
サ
ク
ラ
ン
ボ
を
食
し
た
後
、
各
自

お
土
産
を
購
入
す
る
も
品
不
足
。
急
き
ょ
名

川
チ
ェ
リ
ー
セ
ン
タ
ー
に
立
寄
り
ゲ
ッ
ト
。

　体
験
実
習
館
チ
ェ
リ
ウ
ス
で
反
省
会
を
兼

ね
た
昼
食
会
で
、
次
回
事
業
を
確
認
。
感
想

発
表
と
武
田
顧
問
か
ら
の
講
評
後
、
７
月
の

ユ
ニ
カ
ー
ル
で
の
再
会
を
約
束
し
て
解
散
し

た
。

　
　（
上
十
三
支
部

　沖
津

　秀
樹
）

　７
月
23
日
、
照
り
も
せ
ず
曇
り
も
せ
ず
の
絶
好
の
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
狩
り
と
な
り
ま
し
た
。

　会
員
の
大
石
様
ご
夫
婦
の
協
力
の
も
と
、
約
１
０
０
０
本
栽

培
さ
れ
て
い
る
完
全
無
農
薬
栽
培
（
県
内
２
か
所
だ
け
の
認

定
）
の
園
を
全
面
開
放
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　夫
婦
、
友
人
、
知
人
で
、
親
子
連
れ
で
と
総
勢
28
名
の
沢
山

の
参
加
を
得
、
た
わ
わ
に
実
っ
た
暗
紫
色
の
粒
を
口
い
っ
ぱ
い

に
頬
張
り
ま
し
た
。
各
自
バ
ケ
ツ
に
溢
れ
る
ほ
ど
の
収
穫
で
し

た
。　杉

木
立
に
囲
ま
れ
た
緑
一
色
の
環
境
の
中
で
、
子
ど
も
達
の

声
を
聞
き
、
走
り
回
る
姿
を
目
に
し
た
の
も
今
日
の
大
き
な
収

穫
の
ひ
と
つ
で
し
た
。
明
日
か
ら
皆
さ
ん
の
眼
は
、
曇
り
の
な

い
透
き
通
っ
た
眼
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
八
戸
支
部

　川
村

　登
茂
）

▼
八
戸
支
部

収
穫
の
多
い
一
日
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その弐

「気温の変化に負けぬよう、季節の変わり目に出来ること」

神
経
は
ア
ク
セ
ル
、
副
交
感
神
経
は
ブ
レ
ー
キ
で
す
。

交
感
神
経
の
働
き
が
上
が
る
と
血
管
が
収
縮
し
、
血
圧

が
上
昇
。
い
つ
で
も
動
け
る
よ
う
な
準
備
Ｏ
Ｋ
の
状
態

に
な
り
、
気
持
ち
も
高
ま
り
ま
す
。
一
方
、
副
交
感
神

経
の
働
き
が
上
が
る
と
血
管
が
適
度
に
ゆ
る
み
、
血
圧

は
低
下
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
状
態
に
な
り
心
が
穏
や
か
に
な

り
ま
す
。
大
切
な
の
は
こ
の
２
つ
の
神
経
の
バ
ラ
ン
ス

で
、
ど
ち
ら
か
に
傾
い
て
し
ま
う
と
心
や
身
体
に
様
々

な
ト
ラ
ブ
ル
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
ら
し
い
の
で
す
。
た

と
え
ば
、
交
感
神
経
が
働
き
過
ぎ
る
と
、
頭
痛
が
し
た

り
気
分
が
悪
く
な
っ
た
り
と
身
体
に
不
調
を
き
た
し
ま

す
。
逆
に
副
交
感
神
経
が
働
き
過
ぎ
る
と
、
や
る
気
や

意
欲
を
失
い
、
身
体
の
だ
る
さ
が
い
つ
ま
で
も
抜
け
な

い
状
態
と
な
り
、
こ
ち
ら
も
ま
た
不
調
を
引
き
起
こ
し

ま
す
。
こ
ん
な
状
態
が
長
引
く
と
、
自
律
神
経
自
体
が

バ
ラ
ン
ス
を
と
る
の
が
難
し
く
な
り
、
さ
ら
に
不
調
に

な
っ
て
し
ま
う ―

 

と
い
う
怖
い
悪
循
環
に
。
こ
ん
な

風
に
自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す
原
因
の
ひ
と
つ

が
、
季
節
の
変
わ
り
目
に
起
こ
る
「
気
温
差
」
だ
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　季
節
の
移
り
変
わ
り
は
私
た
ち
に
は
止
め
ら
れ
な
い

の
で
、
自
律
神
経
を
整
え
る
運
動
で
体
調
を
維
持
し
、

次
の
季
節
に
備
え
ま
し
ょ
う
。
簡
単
に
で
き
て
有
効
な

の
は
、
呼
吸
を
整
え
、
ゆ
っ
く
り
動
く
こ
と
。
ゆ
っ
た

り
と
呼
吸
し
、
ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
で
動
く
こ
と
に
よ

り
、
心
身
と
も
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
自
律
神
経
が
整
い

や
す
い
の
で
、
今
回
は
そ
ん
な
動
き
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

　こ
の
夏
の
気
温
は
、
急
激
に
上
が
っ
た
り
下
が
っ
た

り
で
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
並
み
で
し
た
が
、
皆
様
元

気
で
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

　30
℃
を
超
え
る
暑
さ
に
も
や
っ
と
慣
れ
た
か
な…

と

感
じ
る
頃
に
は
、
も
は
や
秋
風
が
吹
き
始
め
る
の
が
青

森
。
季
節
の
変
わ
り
目
は
、
ど
う
し
て
も
気
温
の
変
化

に
身
体
が
馴
染
め
ず
体
調
を
崩
し
が
ち
で
す
。「
あ
す

な
ろ
倶
楽
部
」
秋
号
が
発
行
さ
れ
る
こ
の
季
節
、
衣
替

え
と
共
に
私
と
一
緒
に
「
か
ら
だ
替
え
」
の
準
備
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

　さ
て
、
日
頃
忘
れ
が
ち
な
事
で
す
が
、
私
た
ち
の
心

臓
の
拍
動
や
呼
吸
や
体
温
の
調
節
は
、
私
た
ち
が
眠
っ

て
い
る
間
さ
え
も
休
む
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
３
６
５

日
休
日
返
上
、
さ
ら
に
休
憩
時
間
す
ら
無
し
で
頑
張
っ

て
く
れ
て
い
ま
す
。
も
し
、
私
た
ち
の
身
体
に
訴
え
る

術
が
あ
れ
ば
、
と
っ
く
に
「
働
き
方
改
革
」
を
叫
ば
れ

て
い
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
が

献
身
的
に
、
片
時
も
休
ま
ず
働
い
て
く
れ
る
の
は
、
ひ

と
え
に
「
自
律
神
経
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
心
臓
の
動

き
や
呼
吸
や
体
温
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
く
れ
て
い
る

か
ら
で
す
。

　こ
の
「
自
律
神
経
」
は
交
感
神
経
、
副
交
感
神
経
の

２
つ
で
成
り
立
っ
て
い
て
、
車
に
た
と
え
る
な
ら
交
感

　昭和36年生まれ。血液型はＢ型。性格は大雑把。失敗を気にしないため、常に前向き。
　好きな言葉「しあわせはいつも自分のこころがきめる」。
　※健康運動指導士とは「個々人の心身の状態に応じた、安全で効果的な運動を実施するための運動プログ
　　ラムの作成及び指導を行う者」として（公財）健康・体力づくり事業財団が認定する資格です。

● プロフィール ● 健康運動指導士　棟方由美子

　た
っ
た
５
回
の
呼
吸
で
も
、
繰
り
返
し
て
行
う
と
気
持
ち
が
鎮
ま
り
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

て
い
る
な
と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
を
行
う
と
、
私
は
普
段
の
呼
吸
が

い
か
に
浅
く
て
速
い
か
を
自
覚
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
１
セ
ッ
ト
５
回
と
し
ま
し
た
が
、
一
日

の
中
で
思
い
出
し
た
時
に
や
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
イ
ラ
イ
ラ
し
た
時
、
な
ん
と
な
く

だ
る
い
時
、
眠
れ
な
い
時
な
ど
に
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
効
果
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　私
の
自
宅
の
壁
に
は
、
も
う
何
年
も
使
っ
て
い
る
相
田
み
つ
を
さ
ん
の
日
め
く
り
カ

レ
ン
ダ
ー
（
31
日
分
）
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
毎
月
１
日
の
言
葉
は
「
い
ま
か
ら

　こ
こ

か
ら
」。
３
日
坊
主
の
私
を
、
月
初
め
に
な
る
と
必
ず
励
ま
し
て
く
れ
ま
す
。
で
も
、

９
日
に
は
「
や
れ
な
か
っ
た

　や
ら
な
か
っ
た

　ど
っ
ち
か
な
」
と
問
わ
れ
、
24
日
に
は

「
考
え
て
ば
か
り
い
る
と
日
が
く
れ
ち
ゃ
う
よ
」
と
畳
み
か
け
ら
れ
ま
す
。
今
日
も
こ

の
原
稿
を
書
き
な
が
ら
、
体
重
が
減
る
気
配
な
ど
一
向
に
な
い
自
分
に
た
め
息
を
つ
い

て
は
「
だ
っ
て
人
間
だ
も
の
」
と
言
い
訳
し
つ
つ
〝
健
康
〞
に
つ
い
て
考
え
る
私
で
す

が
、
そ
れ
で
も
健
康
へ
の
努
力
に
「
遅
か
っ
た
」
は
な
い
は
ず
、
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　こ
れ
を
読
ん
で
く
だ
さ
っ
て
い
る
皆
さ
ん
の
健
康
状
態
も
、
絶
好
調
！
と
い
う
方
か

ら
、
ま
あ
ま
あ
、
い
ま
ひ
と
つ
、
不
調
だ
と
い
う
方
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
で
し
ょ
う
。
い

ず
れ
に
し
て
も
健
康
状
態
は
、
生
活
の
中
で
動
い
て
い
る
時
間
が
ど
れ
位
あ
る
か
、
そ

し
て
食
事
や
睡
眠
や
気
持
ち
の
持
ち
よ
う
に
よ
っ
て
大
き
く
変
化
し
ま
す
。
調
子
が
良

い
時
は
そ
の
維
持
の
た
め
に
、
良
く
な
い
時
は
改
善
の
た
め
に
、

ゆ
っ
た
り
と
呼
吸
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
動
く
時
間
を
つ
く
っ
て
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
、
心
と
身
体
の
調
子
を
整
え
て
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
・
読

書
の
秋
・
行
楽
の
秋
・
食
欲
の
秋
・
芸
術
の
秋
を
満
喫
し
ま
し
ょ

う
。
と
り
あ
え
ず
私
は
、
い
ざ
！
食
欲
の
秋
！

『いまから ここから』健康は

①膝の上に手を
　置いて…

②〝これ以上は難しい〟という位ゆっくりと
　息を吸いながら、手を（３～４秒かけて）
　肩の高さまで上げます。

③長く息を吐きながら
　ゆっくりと手を下げま
　す。５回程度行います。

ゆっくり動いて自律神経を整えよう！
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その弐

「気温の変化に負けぬよう、季節の変わり目に出来ること」

神
経
は
ア
ク
セ
ル
、
副
交
感
神
経
は
ブ
レ
ー
キ
で
す
。

交
感
神
経
の
働
き
が
上
が
る
と
血
管
が
収
縮
し
、
血
圧

が
上
昇
。
い
つ
で
も
動
け
る
よ
う
な
準
備
Ｏ
Ｋ
の
状
態

に
な
り
、
気
持
ち
も
高
ま
り
ま
す
。
一
方
、
副
交
感
神

経
の
働
き
が
上
が
る
と
血
管
が
適
度
に
ゆ
る
み
、
血
圧

は
低
下
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
状
態
に
な
り
心
が
穏
や
か
に
な

り
ま
す
。
大
切
な
の
は
こ
の
２
つ
の
神
経
の
バ
ラ
ン
ス

で
、
ど
ち
ら
か
に
傾
い
て
し
ま
う
と
心
や
身
体
に
様
々

な
ト
ラ
ブ
ル
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
ら
し
い
の
で
す
。
た

と
え
ば
、
交
感
神
経
が
働
き
過
ぎ
る
と
、
頭
痛
が
し
た

り
気
分
が
悪
く
な
っ
た
り
と
身
体
に
不
調
を
き
た
し
ま

す
。
逆
に
副
交
感
神
経
が
働
き
過
ぎ
る
と
、
や
る
気
や

意
欲
を
失
い
、
身
体
の
だ
る
さ
が
い
つ
ま
で
も
抜
け
な

い
状
態
と
な
り
、
こ
ち
ら
も
ま
た
不
調
を
引
き
起
こ
し

ま
す
。
こ
ん
な
状
態
が
長
引
く
と
、
自
律
神
経
自
体
が

バ
ラ
ン
ス
を
と
る
の
が
難
し
く
な
り
、
さ
ら
に
不
調
に

な
っ
て
し
ま
う ―

 

と
い
う
怖
い
悪
循
環
に
。
こ
ん
な

風
に
自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す
原
因
の
ひ
と
つ

が
、
季
節
の
変
わ
り
目
に
起
こ
る
「
気
温
差
」
だ
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　季
節
の
移
り
変
わ
り
は
私
た
ち
に
は
止
め
ら
れ
な
い

の
で
、
自
律
神
経
を
整
え
る
運
動
で
体
調
を
維
持
し
、

次
の
季
節
に
備
え
ま
し
ょ
う
。
簡
単
に
で
き
て
有
効
な

の
は
、
呼
吸
を
整
え
、
ゆ
っ
く
り
動
く
こ
と
。
ゆ
っ
た

り
と
呼
吸
し
、
ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
で
動
く
こ
と
に
よ

り
、
心
身
と
も
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
自
律
神
経
が
整
い

や
す
い
の
で
、
今
回
は
そ
ん
な
動
き
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

　こ
の
夏
の
気
温
は
、
急
激
に
上
が
っ
た
り
下
が
っ
た

り
で
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
並
み
で
し
た
が
、
皆
様
元

気
で
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

　30
℃
を
超
え
る
暑
さ
に
も
や
っ
と
慣
れ
た
か
な…

と

感
じ
る
頃
に
は
、
も
は
や
秋
風
が
吹
き
始
め
る
の
が
青

森
。
季
節
の
変
わ
り
目
は
、
ど
う
し
て
も
気
温
の
変
化

に
身
体
が
馴
染
め
ず
体
調
を
崩
し
が
ち
で
す
。「
あ
す

な
ろ
倶
楽
部
」
秋
号
が
発
行
さ
れ
る
こ
の
季
節
、
衣
替

え
と
共
に
私
と
一
緒
に
「
か
ら
だ
替
え
」
の
準
備
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

　さ
て
、
日
頃
忘
れ
が
ち
な
事
で
す
が
、
私
た
ち
の
心

臓
の
拍
動
や
呼
吸
や
体
温
の
調
節
は
、
私
た
ち
が
眠
っ

て
い
る
間
さ
え
も
休
む
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
３
６
５

日
休
日
返
上
、
さ
ら
に
休
憩
時
間
す
ら
無
し
で
頑
張
っ

て
く
れ
て
い
ま
す
。
も
し
、
私
た
ち
の
身
体
に
訴
え
る

術
が
あ
れ
ば
、
と
っ
く
に
「
働
き
方
改
革
」
を
叫
ば
れ

て
い
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
が

献
身
的
に
、
片
時
も
休
ま
ず
働
い
て
く
れ
る
の
は
、
ひ

と
え
に
「
自
律
神
経
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
心
臓
の
動

き
や
呼
吸
や
体
温
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
く
れ
て
い
る

か
ら
で
す
。

　こ
の
「
自
律
神
経
」
は
交
感
神
経
、
副
交
感
神
経
の

２
つ
で
成
り
立
っ
て
い
て
、
車
に
た
と
え
る
な
ら
交
感

　昭和36年生まれ。血液型はＢ型。性格は大雑把。失敗を気にしないため、常に前向き。
　好きな言葉「しあわせはいつも自分のこころがきめる」。
　※健康運動指導士とは「個々人の心身の状態に応じた、安全で効果的な運動を実施するための運動プログ
　　ラムの作成及び指導を行う者」として（公財）健康・体力づくり事業財団が認定する資格です。

● プロフィール ● 健康運動指導士　棟方由美子

　た
っ
た
５
回
の
呼
吸
で
も
、
繰
り
返
し
て
行
う
と
気
持
ち
が
鎮
ま
り
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

て
い
る
な
と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
を
行
う
と
、
私
は
普
段
の
呼
吸
が

い
か
に
浅
く
て
速
い
か
を
自
覚
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
１
セ
ッ
ト
５
回
と
し
ま
し
た
が
、
一
日

の
中
で
思
い
出
し
た
時
に
や
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
イ
ラ
イ
ラ
し
た
時
、
な
ん
と
な
く

だ
る
い
時
、
眠
れ
な
い
時
な
ど
に
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
効
果
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　私
の
自
宅
の
壁
に
は
、
も
う
何
年
も
使
っ
て
い
る
相
田
み
つ
を
さ
ん
の
日
め
く
り
カ

レ
ン
ダ
ー
（
31
日
分
）
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
毎
月
１
日
の
言
葉
は
「
い
ま
か
ら

　こ
こ

か
ら
」。
３
日
坊
主
の
私
を
、
月
初
め
に
な
る
と
必
ず
励
ま
し
て
く
れ
ま
す
。
で
も
、

９
日
に
は
「
や
れ
な
か
っ
た

　や
ら
な
か
っ
た

　ど
っ
ち
か
な
」
と
問
わ
れ
、
24
日
に
は

「
考
え
て
ば
か
り
い
る
と
日
が
く
れ
ち
ゃ
う
よ
」
と
畳
み
か
け
ら
れ
ま
す
。
今
日
も
こ

の
原
稿
を
書
き
な
が
ら
、
体
重
が
減
る
気
配
な
ど
一
向
に
な
い
自
分
に
た
め
息
を
つ
い

て
は
「
だ
っ
て
人
間
だ
も
の
」
と
言
い
訳
し
つ
つ
〝
健
康
〞
に
つ
い
て
考
え
る
私
で
す

が
、
そ
れ
で
も
健
康
へ
の
努
力
に
「
遅
か
っ
た
」
は
な
い
は
ず
、
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　こ
れ
を
読
ん
で
く
だ
さ
っ
て
い
る
皆
さ
ん
の
健
康
状
態
も
、
絶
好
調
！
と
い
う
方
か

ら
、
ま
あ
ま
あ
、
い
ま
ひ
と
つ
、
不
調
だ
と
い
う
方
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
で
し
ょ
う
。
い

ず
れ
に
し
て
も
健
康
状
態
は
、
生
活
の
中
で
動
い
て
い
る
時
間
が
ど
れ
位
あ
る
か
、
そ

し
て
食
事
や
睡
眠
や
気
持
ち
の
持
ち
よ
う
に
よ
っ
て
大
き
く
変
化
し
ま
す
。
調
子
が
良

い
時
は
そ
の
維
持
の
た
め
に
、
良
く
な
い
時
は
改
善
の
た
め
に
、

ゆ
っ
た
り
と
呼
吸
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
動
く
時
間
を
つ
く
っ
て
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
、
心
と
身
体
の
調
子
を
整
え
て
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
・
読

書
の
秋
・
行
楽
の
秋
・
食
欲
の
秋
・
芸
術
の
秋
を
満
喫
し
ま
し
ょ

う
。
と
り
あ
え
ず
私
は
、
い
ざ
！
食
欲
の
秋
！

『いまから ここから』健康は

①膝の上に手を
　置いて…

②〝これ以上は難しい〟という位ゆっくりと
　息を吸いながら、手を（３～４秒かけて）
　肩の高さまで上げます。

③長く息を吐きながら
　ゆっくりと手を下げま
　す。５回程度行います。

ゆっくり動いて自律神経を整えよう！
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リーキリーキ

筒井紅かぶ筒井紅かぶ

スイスチャードスイスチャード

シャドークイーンシャドークイーン

青臭さや癖がないので、軟らかい葉はサラダで、固めの
茎は炒め物や煮物など、いろいろな料理に使えます。
茹でるときは、固い柄の部分から先に茹でます。茹であ
がったらすぐに冷水に入れ、熱が取れたらすぐに引き揚げ
て水気を絞ってください。
カラフルなホウレン草と考えてもいいです。

あおもり伝統野菜の１つ。表面だけでなく、茎も葉も赤く
中身も赤みを帯びているのが特徴です。
漬物にすると、さらに鮮やかな赤色になります。生で食べ
ると硬く、やや辛味がありますが、加熱すると甘みが出る
ため、グリルやスープにすると美味しくいただけます。

味と香りは根深ネギよりまろやかで、さっと茹でたものは
歯ざわりがよく、甘味があります。
さっと茹でて､ドレッシングであえてサラダに加えるだけ
でも、素材の甘みが楽しめて美味しいのですが、スープに
したり、煮ても美味しいです。ただし、茹ですぎは禁物。
味も香りもやさしいので､ネギが苦手な人でも食べられる
かもしれません。

第２回第２回

小泉　憲一  〈 あおもり魅力野菜プロジェクト 会長 〉
昭和54年生まれ。他産業に従事していたが、農業はやり方次第で儲かる職業だと思い就農を決意。弘前市の先進農家に
おいて3年間研修を実施。ミニトマトを中心に、イタリア野菜や地域の伝統野菜を栽培。若手農家トップランナー塾第5期
生、あおもりマルシェ実行委員会、トップランナー塾青春農業直売会会長、あおもり魅力野菜プロジェクト会長など。

紫芋や、他の赤系のジャガイモよりさらに色が濃く、皮も
中身も濃い紫色が特徴です。食感は、男爵芋とメイクイー
ンの中間くらいです。
食べ方は通常のジャガイモとほとんど同じですので、他の
色のジャガイモと合わせて色の濃淡を楽しんで使うのが
おすすめです。

　『アオベジ（aoｖege）』から秋野菜についてのご紹介です。

　７月から本格的に出荷が始まる夏野菜（カラフルミニトマト、ズッキーニ、バジルなど）から、

９月下旬にはそれに入れ替わる商品として、リーキ、スイスチャード、紫のじゃがいも・シャドークイーン、

伝統野菜の筒井紅かぶ、笊石かぶなどの根菜類が流通していきます。

　農家は、秋・冬野菜を８月下旬から９月上旬にかけて種をまき、

それが育つまでの間は夏野菜を収穫しながら秋・冬の準備を行います。

秋・冬野菜の収穫は雪が積もるまで行われます。

　今回は10月中旬から11月下旬にかけて収穫される野菜をご紹介したいと思います。

ざるいし

　今
年
最
後
の
「
あ
お
も
り
マ

ル
シ
ェ
」
は
10
月
21
日
（
日
）

午
前
９
時
か
ら
の
開
催
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　対
面
販
売
な
の
で
、
農
家
な

ら
で
は
の
レ
シ
ピ
を
聞
い
て
み

る
の
も
面
白
い
か
も
。
若
手
生

産
者
が
心
を
こ
め
て
大
事
に
育

て
た
野
菜
・
果
物
を
、
自
宅
で

調
理
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

　毎
月
第
３
日
曜
日
に
開
催
中
の
「
あ
お

も
り
マ
ル
シ
ェ
」
は
、
10
月
の
開
催
を
も
っ

て
今
年
最
後
と
な
り
ま
す
。

　
10
月
は
、夏
野
菜
の
ト
マ
ト
、き
ゅ
う
り
、

な
す
な
ど
の
果
菜
類
か
ら
、大
根
、か
ぶ
、

人
参
な
ど
の
根
菜
類
へ
陳
列
さ
れ
る
野
菜

が
切
り
替
わ
り
、ま
さ
に
季
節
を
感
じ
さ

せ
る
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

　
10
月
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、ス
テ
ー
ジ

上
で
ゲ
リ
ラ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
ラ
イ
ブ

が
行
わ
れ
ま
す
。
常
設
イ
ベ
ン
ト
は
『
り

ん
ご
の
品
種
当
て
ク
イ
ズ
』
を
開
催
。
数

十
種
類
の
り
ん
ご
が
並
び
、お
客
様
が
頭

を
抱
え
な
が
ら
難
問
に
挑
む
光
景
は
、毎

年
恒
例
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
10
月
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
も
近
い
こ

と
か
ら
、仮
装
し
た
実
行
委
員
メ
ン
バ
ー

が
会
場
を
歩
き
、来
場
者
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
ま
す
。

10
月
出
品
予
定

大根・人参・かぶ・かぼちゃ
トマト・きゅうり・レタス
キャベツ・じゃがいも
 りんご・ぶどう・梨等

旬の野菜・果物のご紹介 次
回
開
催
日
時

平成
３０年

あおもり
マルシェマルシェ

『もっと青森が好きになる、
あおもりの盛り沢山な魅力と
元気に出会える場所』
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味も香りもやさしいので､ネギが苦手な人でも食べられる
かもしれません。

第２回第２回

小泉　憲一  〈 あおもり魅力野菜プロジェクト 会長 〉
昭和54年生まれ。他産業に従事していたが、農業はやり方次第で儲かる職業だと思い就農を決意。弘前市の先進農家に
おいて3年間研修を実施。ミニトマトを中心に、イタリア野菜や地域の伝統野菜を栽培。若手農家トップランナー塾第5期
生、あおもりマルシェ実行委員会、トップランナー塾青春農業直売会会長、あおもり魅力野菜プロジェクト会長など。

紫芋や、他の赤系のジャガイモよりさらに色が濃く、皮も
中身も濃い紫色が特徴です。食感は、男爵芋とメイクイー
ンの中間くらいです。
食べ方は通常のジャガイモとほとんど同じですので、他の
色のジャガイモと合わせて色の濃淡を楽しんで使うのが
おすすめです。

　『アオベジ（aoｖege）』から秋野菜についてのご紹介です。

　７月から本格的に出荷が始まる夏野菜（カラフルミニトマト、ズッキーニ、バジルなど）から、

９月下旬にはそれに入れ替わる商品として、リーキ、スイスチャード、紫のじゃがいも・シャドークイーン、

伝統野菜の筒井紅かぶ、笊石かぶなどの根菜類が流通していきます。

　農家は、秋・冬野菜を８月下旬から９月上旬にかけて種をまき、

それが育つまでの間は夏野菜を収穫しながら秋・冬の準備を行います。

秋・冬野菜の収穫は雪が積もるまで行われます。

　今回は10月中旬から11月下旬にかけて収穫される野菜をご紹介したいと思います。

ざるいし

　今
年
最
後
の
「
あ
お
も
り
マ

ル
シ
ェ
」
は
10
月
21
日
（
日
）

午
前
９
時
か
ら
の
開
催
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　対
面
販
売
な
の
で
、
農
家
な

ら
で
は
の
レ
シ
ピ
を
聞
い
て
み

る
の
も
面
白
い
か
も
。
若
手
生

産
者
が
心
を
こ
め
て
大
事
に
育

て
た
野
菜
・
果
物
を
、
自
宅
で

調
理
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

　毎
月
第
３
日
曜
日
に
開
催
中
の
「
あ
お

も
り
マ
ル
シ
ェ
」
は
、
10
月
の
開
催
を
も
っ

て
今
年
最
後
と
な
り
ま
す
。

　
10
月
は
、夏
野
菜
の
ト
マ
ト
、き
ゅ
う
り
、

な
す
な
ど
の
果
菜
類
か
ら
、大
根
、か
ぶ
、

人
参
な
ど
の
根
菜
類
へ
陳
列
さ
れ
る
野
菜

が
切
り
替
わ
り
、ま
さ
に
季
節
を
感
じ
さ

せ
る
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

　
10
月
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、ス
テ
ー
ジ

上
で
ゲ
リ
ラ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
ラ
イ
ブ

が
行
わ
れ
ま
す
。
常
設
イ
ベ
ン
ト
は
『
り

ん
ご
の
品
種
当
て
ク
イ
ズ
』
を
開
催
。
数

十
種
類
の
り
ん
ご
が
並
び
、お
客
様
が
頭

を
抱
え
な
が
ら
難
問
に
挑
む
光
景
は
、毎

年
恒
例
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
10
月
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
も
近
い
こ

と
か
ら
、仮
装
し
た
実
行
委
員
メ
ン
バ
ー

が
会
場
を
歩
き
、来
場
者
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
ま
す
。

10
月
出
品
予
定

大根・人参・かぶ・かぼちゃ
トマト・きゅうり・レタス
キャベツ・じゃがいも
 りんご・ぶどう・梨等

旬の野菜・果物のご紹介 次
回
開
催
日
時

平成
３０年

あおもり
マルシェマルシェ

『もっと青森が好きになる、
あおもりの盛り沢山な魅力と
元気に出会える場所』

18



□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

解説 ポイント

◆トラッキング現象を防ぐ対策
・器具を使用しない時は、電源プラグをコンセン
トから抜く。

・電源プラグに水分が付着しないように気をつけ、
ホコリが溜まらないよう定期的に掃除をする。

・トラッキング現象防止機能の備わった電源タッ
プや、プラグにホコリが溜まるのを防止するカ
バーを活用する。

◆コードからの出火を防ぐ対策
・コードを束ねたり、曲げたり、ねじったりしない。

・コードを家具などの下敷きにしない。

・釘やステップルで打ち付けて固定してあるコー
ドは、コードに傷がないか点検する。

【事例１】
　コンセントと電源プラグの間にホコリが
付着してトラッキング現象の発生が原因で
出火したと考えられます。
　トラッキング現象とは、コンセントや電
源タップと電源プラグの周辺にホコリがた
まり、そこが湿気などを吸収することで、漏
電し発火に至る現象です。

【事例２】
　電子レンジのコードの中央部から出火し
ていることから、コードがねじれたまま使
用されていたことにより、断線して火花が
出たと考えられます。

青森県消費生活センター

くらしの情報

☎ １８８
い　 や　 や！（局番なし）

（お近くの消費生活センターにつながります）

青森県消費生活センター
マスコットキャラクター

テルミちゃん
☎（TEL Me)

☎ ０１７-７２２-３３４３

〒030-0822
青森市中央３-20-30　県民福祉プラザ５階

●相談受付時間
　平日　　　　9：00〜17：30
　土・日・祝　10：00〜16：00　

●休日
　年末・年始

電気火災にご注意ください！

「おかしいな」「困ったな」と思ったら

消費者ホットライン

■消費生活センターは、暮らしのさまざまな
　トラブルの相談を受付けています。

■相談は無料で秘密厳守です。

■どんな小さな不安でも困った時はお気軽にどうぞ。

青森県消費生活センター

事例１
　壁のコンセント付近から出火し、壁の一部などが焼損した。

事例２
　15年前に購入し、台所で使っていた電子レンジのコードの中
央部から出火、コードだけが焼損した。取り付けてから15年間、
電源プラグは差しっぱなしで常時通電状態にあった。

コンセント

電源プラグ

コード

〇各種団体・事業所を訪問し、歯科講話や歯みがき指導
〇市町村の歯科口腔保健施策への助言
〇フッ化物歯面塗布事業
〇歯と口の健康に関する知識の普及啓発（ポスター、リーフレットの作成・配布）
　歯と口の健康に関する実態調査・研究、健康相談

青森県口腔保健支援センターで行っている業務青森県口腔保健支援センターで行っている業務青森県口腔保健支援センターで行っている業務

東青地域県民局地域健康福祉部 保健総室（東地方保健所）
青森県口腔保健支援センター 担当

☎　017-739-5421

　「
高
齢
者
の
口
腔
ケ
ア
」
に
つ
い
て
、
６
回
目
の
お
話
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　普
段
、
の
ど
の
渇
き
、
食
べ
物
が
飲
み
込
み
に
く
い
な
ど
、

お
口
の
乾
燥
が
気
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

1
　ど
の
よ
う
な
症
状
が
乾
燥
の
は
じ
ま
り
と
言
わ
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
？

　初
め
は
、
口
の
中
が
ネ
バ
ネ
バ
し
た
り
、
ヒ
リ
ヒ
リ
し
た

り
、
口
臭
も
気
に
な
っ
た
り
し
て
き
ま
す
。
さ
ら
に
進
む
と
、

口
の
乾
燥
・
口
臭
が
強
く
な
り
、
舌
の
表
面
が
ひ
び
割
れ
た
り

し
、
会
話
が
し
づ
ら
く
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

2
　ど
う
し
て
お
口
の
中
が
乾
燥
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　そ
の
主
な
原
因
と
し
て
、
加
齢
と
と
も
に
、
だ
液
の
分
泌
量

が
少
な
く
な
る
か
ら
で
す
。
他
に
は
、
生
活
習
慣
・
環
境
・
病

気
・
薬
の
副
作
用
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　だ
液
が
十
分
あ
る
場
合
は
、
食
べ
物
を
消
化
し
、
飲
み
込
み

や
す
く
し
、
お
口
の
乾
燥
を
予
防
し
ま
す
。
ま
た
、
外
部
か
ら

他
の
細
菌
が
侵
入
し
た
際
に
は
バ
リ
ア
と
し
て
機
能
し
、
お
口

の
健
康
や
身
体
を
守
る
働
き
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　し
か
し
、
だ
液
の
分
泌
量
は
、
年
齢
に
よ
り
変
化
し
ま
す
。

20
代
で
は
、
１
日
に
約
１
〜
１
・
５
リ
ッ
ト
ル
の
量
を
分
泌

し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
高
齢
者
に
な
る
と
、
約
２

２
０
㏄
（
20
代
の
７
分
の
１
程
度
）
ま
で
減
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　そ
こ
で
、
お
口
の
乾
燥
を
防
ぐ
た
め
に
、
次
の
３
つ
の
方
法

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

3
　お
口
の
乾
燥
を
防
ぐ
３
つ
の
方
法

❶
食
べ
物
を
よ
く
噛
み
、
だ
液
の
量
を
増
や
す
。

❷
だ
液
が
分
泌
し
や
す
い
食
べ
物
（
ガ
ム
、
昆
布
、
納
豆
、

酸
味
の
多
い
食
品
な
ど
）
を
選
ぶ
。

❸
お
口
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
、
だ
液
の
分
泌
を
促
す
。

　そ
の
他
、
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
し
た
り
、
室
内
の
温

度
・
湿
度
に
気
を
つ
け
る
な
ど
も
良
い
で
し
ょ
う
。

　す
ぐ
に
は
改
善
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

乾
燥
の
症
状
が
ひ
ど
い
場
合
は
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
・
歯

科
医
師
・
歯
科
衛
生
士
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

簡単にお口を潤すことができる

お口のトレーニングを取り入れましょう！
簡単にお口を潤すことができる

お口のトレーニングを取り入れましょう！

1お口に力を入れて、「イー」と前歯が見えるように、お口を
左右に広げます。

2お口を緩めて「ウー」と唇を前に突き出します。

　お口の乾燥を感じた時に、「イー」と「ウー」を10回程度
繰り返すことで、だ液の分泌が促進されます。

「ウー」と
唇を強く前に突き出す

「イー」と
口を大きく横に広げる

第６回第６回第６回第６回

　﹁
お
口
の
中
が
乾
燥
し
ま
せ
ん
か
？
﹂
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伝
統
の
大
正
琴
に

　
　
　
　

 

生
き
が
い
を

大
正
琴
み
ち
の
く
同
好
会（
十
和
田
市
）

　大
正
琴
は
大
正
初
期
、
名
古
屋
の
森
田
吾
郎
氏
が
発
明
し
た
弦
楽
器
。
木
製
の
中
空

の
胴
の
上
に
金
属
弦
２
本
を
張
り
、
そ
の
上
部
に
鍵
盤
を
設
け
、
左
手
で
鍵
盤
を
操
作

し
右
手
に
付
け
た
爪
で
は
じ
い
て
音
を
出
す
楽
器
で
あ
る
。
昭
和
51
年
、
大
正
琴
み
ち

の
く
同
好
会
は
八
戸
で
佐
藤
経
雄
先
生
指
導
の
下
、

活
動
を
始
め
後
々
の
同
会
が
県
内
６
地
区
で
上
品
な

琴
の
音
色
を
奏
で
て
い
た
。

　そ
の
後
、
昭
和
53
年
ご
ろ
十
和
田
市
に
伝
わ
り
、

50
人
で
組
織
し
た
会
が
、
後
に
十
和
田
市
民
の
み
の

20
人
で
、
最
初
の
「
大
正
琴
み
ち
の
く
同
好
会
」
を

結
成
。
こ
の
時
の
支
部
長
は
中
村
縫
子
さ
ん
で
、
細

か
な
技
ま
で
指
導
を
し
て
い
た
。
現
在
は
横
島
み
ね

さ
ん
が
会
長
を
務
め
全
体
活
動
を
導
い
て
い
る
。

　大
正
琴
の
音
色
は
「
心
が
落
ち
着
き
安
ら
か
な
気

分
、
爽
や
か
な
感
情
、
百
度
聞
い
て
も
飽
き
な
い
」

と
い
う
特
性
が
あ
る
。

　現
在
は
十
和
田
市
を
中
心
に
現
代
歌
謡
曲
の
演
奏

が
多
い
。
更
に
地
域
民
か
ら
演
奏
曲
の
要
望
も
多

く
、
今
後
の
活
動
を
広
め
る
た
め
に
会
員
を
増
や
す

こ
と
に
努
力
し
て
い
る
。

　現
在
13
名
の
会
員
は
、
な
め
ら
か
で
美
し
い
音
色

を
表
現
し
、
称
賛
さ
れ
て
い
る
。
更
に
大
正
琴
の
歴

史
を
広
め
る
事
に
も
心
を
注
い
で
お
り
、
明
治
・
大

正
の
楽
器
に
生
き
が
い
を
求
め
、
発
表
会
に
向
け
て

練
習
を
重
ね
て
い
る
。

《
お
問
合
せ
先
》

　例

　会

　毎
月
第
１
・
第
３
火
曜
日

　代
表
者

　支
部
長

　横
島

　み
ね

　電

　話

　０
１
７
６
（
２
３
）
４
５
０
８

　場

　所

　十
和
田
文
化
セ
ン
タ
ー

（
地
域
通
信
員

　瀬
川

　万
喜
太
）

　行
政
の
力
を
借
り
る
訳
で
も
な
く
、
地
域
の
住

民
が
自
発
的
に
「
自
分
た
ち
の
健
康
は
、
自
分
た

ち
の
手
で
」
の
意
気
込
み
で
組
織
を
立
上
げ
、
活

動
し
て
い
る
団
体
が
あ
る
と
言
う
。
し
か
も
そ
の

先
頭
に
立
っ
て
い
る
の
が
、
卒
寿
（
90
歳
）
を
過

ぎ
た
女
性
と
聞
い
て
、
早
速
取
材
に
出
掛
け
た
。

　「
津
川
さ
ん
の
体
操
教
室
」
の
名
称
で
、
地
域

の
高
齢
者
が
毎
月
第
１
・
第
３
木
曜
日
に
集
ま

り
、
介
護
予
防
運
動
に
取
組
ん
で
お
ら
れ
る
と
の

こ
と
。
ま
ず
驚
い
た
の
は
、
参
加
者
の
元
気
度
と

運
動
メ
ニ
ュ
ー
の
確
か
さ
。
お
馴
染
み
の
ラ
ジ
オ

体
操
で
身
体
を
ほ
ぐ
し
た
後
、
津
川
さ
ん
が
考
案

し
た
と
い
う
各
種
の
運
動
で
、
全
身
に
負
荷
を
与

え
る
の
で
す
が
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
の
メ

ニ
ュ
ー
に
勝
る
と
も
劣
ら
ぬ
内
容
で
あ
る
。
腹
筋

や
大
腿
四
頭
筋
の
筋
力
低
下
を
防
止
す
る
運
動

（
ス
ト
レ
ッ
チ
と
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
や
、
上

半
身
の
捻
転
運
動
、
大
腿
背
部
の
ス
ト
レ
ッ
チ
、
膝
関
節
や
股
関
節
等
の
伸
展
運
動
や

屈
曲
運
動
。
お
お
よ
そ
30
分
程
の
運
動
の
後
は
皆
さ
ん
の
額
に
汗
が
滲
み
、
相
当
な
運

動
量
で
あ
る
こ
と
が
見
て
取
れ
た
。

　現
役
を
退
い
た
高
齢
者
は
、
往
々
に
し
て
社
会
的
な
関
わ
り
が
希
薄
に
な
り
家
に
引

き
こ
も
り
が
ち
で
、
そ
れ
が
心
身
両
面
の
機
能
を
低
下
さ
せ
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
低
下
さ
せ
る

大
き
な
要
因
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、「
津
川
さ
ん
の
体
操
教
室
」
に
参
加
さ
れ

て
お
ら
れ
る
皆
さ
ん
に
は
微
塵
も
そ
れ
が
感
じ
ら
れ
な
い
。

《
お
問
合
せ
先
》

　団
体
名
／
代
表

　『津
川
さ
ん
の
体
操
教
室
』 

／ 

代
表
・
津
川

　ゑ
き

　問
合
せ
先

　

 

０
１
７
５
（
２
２
）
５
２
２
１

　会
場
／
活
動
日

　横
迎
町
集
会
所 

／ 

毎
月
第
１
・
第
３
木
曜
日

　13
時
30
分
〜

　そ

　の

　他

　参
加
料
は
不
要
で
す
。
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
下
さ
い
！

（
地
域
通
信
員
・
菊
池

　三
十
義
）

自
分
た
ち
の
健
康
は
、

　
　自分
た
ち
の
手
で

津
川
さ
ん
の
体
操
教
室（
む
つ
市
）

　皆
さ
ん
は
土
面
と
い
う
言
葉
を
あ
ま
り
聞
い
た
こ
と
が
な
い
と

思
い
ま
す
。
能
面
は
木
を
ノ
ミ
で
削
り
ま
す
が
、
土
面
は
粘
土
を

こ
ね
て
作
り
、
除
災
招
福
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。

　五
十
嵐
實
さ
ん
は
土
面
作
家
と
し
て
活
躍
し
て
お
り
、
そ
の
作

品
は
弘
前
市
を
中
心
に
、
東
京
で
も
展
示
会
が
開
か
れ
て
い
ま

す
。
五
十
嵐
さ
ん
と
土
面
と
の
出
会
い
は
40
歳
の
と
き
、
得
意
先

の
事
務
所
に
飾
っ
て
あ
っ
た
の
を
見
て
「
自
分
で
も
作
れ
る
」
と

直
感
し
た
そ
う
で
す
。
今
ま
で
作
っ
た
作
品
は
約
２
０
０
種
類
、

２
，０
０
０
点
程
。
来
年
は
土
面
作
り
を
始
め
て
ち
ょ
う
ど
30

年
、
そ
し
て
70
歳
の
古
希
と
な
る
年
を
迎
え
ま
す
。「
ま
だ
ま
だ

新
作
に
挑
戦
し
て
個
展
を
開
き
た
い
」と
意
欲
満
々
で
し
た
。

　「
土
面
は
、
師
匠
の
土
面
作
家
・
鈴
木
正
隆（
陽
谷
）が
考
案

し
た
も
の
。
年
月
も
浅
く
世
間
に
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い

た
め
、
自
分
の
代
で
土
面
が
途
絶
え
て
し
ま
う
か
も
知
れ
な

い
。
弘
前
で
は
自
分
以
外
作
っ
て
い
る
人
は
い
な
い
し
、
全
国
的

に
見
て
も
他
に
い
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
し
、
今
回
こ

の
記
事
を
読
ん
で
、
土
面
作
り
に
興
味
の
あ
る
方
や
、
作
品
に
つ

い
て
問
い
合
わ
せ
が
あ
れ
ば
気
軽
に
電
話
を
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

土
面
作
り
を
し
て
い
る
方
や
、
作
っ
て
い
る
人
を
知
っ
て
い
る
方

が
い
れ
ば
、
ぜ
ひ
連
絡
を
取
り
た
い
。」
と
語
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。

連
絡
先
：
０
１
７
２
（
３
５
）
２
０
８
５

（
編
集
委
員

　植
田
康
雄
）

最初に作った
「おかめ」の土面

今までに作った土面は
約200種類（一部を紹介） 津

軽
土
面

　
　
後
世
に
伝
え
た
い
土
面
作
り

五
十
嵐
實
さ
ん（
69
歳
）
弘
前
市

青森県黒石市に生まれる

土面作家鈴木正隆（陽谷）に師事

田中屋画廊にて初個展

百石町展示館にて20年の歩み個展

東京表参道ヒルズギャラリー80にて

陶芸家小山陽久との二人展

田中屋画廊にて25年の歩み個展

昭和24年

平成  2年

平成17年

平成21年

平成24・25年

平成27年

プロフィール

み
の
る

　り
ん
ご
生
産
量
日
本
一
を
誇
る
弘
前
市
は
、
り
ん
ご
発
泡
酒
﹁
シ
ー

ド
ル
の
街
﹂
で
も
あ
る
。
紅
玉
、
王
林
、
サ
ン
フ
ジ
な
ど
の
完
熟
り
ん
ご

を
ブ
レ
ン
ド
し
た
﹁
ハ
ウ
ス
ワ
イ
ン
・
シ
ー
ド
ル
﹂
の
特
区
に
指
定
さ

れ
て
い
る
。
同
市
で
は
現
在
、
シ
ー
ド
ル
製
造
会
社
が
５
社
も
あ
る
。

　そ
の
中
の
１
社
、
タ
ム
ラ
フ
ァ
ー
ム
㈱
︵
田
村
昌
司

代
表
取
締
役

︵
60
歳
︶
︶
は
、
平
成
元
年
４
月
の
創
業
以
来
、
弘
前
市
青
樹
町
で
り
ん
ご

生
産
販
売
、
り
ん
ご
加
工
食
品
の
製
造
販
売
を
続
け
て
い
る
。
２
０
１

４
年
に
シ
ー
ド
ル
工
場
を
建
設
し
、
翌
15
年
か
ら
シ
ー
ド
ル
を
発
売
。

３
年
の
間
に
、
国
内
外
で
８
つ
の
賞
を
受
賞
。
２
０
１
６
年
に
は
、
ド

イ
ツ
で
開
催
さ
れ
た
国
際
シ
ー
ド
ル
メ
ッ
セ
で
ポ
ム
ド
ー
ル
賞
︵
金
の

り
ん
ご
賞
︶
を
日
本
で
初
め
て
受
賞
。
一
躍
、
弘
前
の
﹁
タ
ム
ラ
シ
ー
ド

ル
﹂
が
話
題
を
呼
ん
だ
。
今
秋
の
ジ
ャ
パ
ン
シ
ー
ド
ル
ア
ワ
ー
ド
２
０

１
８
で
は
、﹁
タ
ム
ラ
シ
ー
ド
ル
紅
玉
﹂
が
三
ツ
星
の
最
高
評
価
を
得
た
。

　﹁
シ
ー
ド
ル
は
、
飲
み
口
が
す
っ
き
り
し
て
い
る
の
で
、
食
中
酒
と
し

て
楽
し
ん
で
ほ
し
い
。
﹂
と
、
田
村
社
長
は
語
っ
て
い
る
。

※

ポ
ム
ド
ー
ル
賞
＝
世
界
中
か
ら
１
０
０
以
上
の
団
体
が
集
ま
る
﹁
国

際
シ
ー
ド
ル
メ
ッ
セ
﹂
で
、
厳
格
な
審
査
に
よ
り
高
得
点
を
獲
得
し

た
り
ん
ご
酒
に
与
え
ら
れ
る
賞
。
日
本
で
は
、
タ
ム
ラ
フ
ァ
ー
ム
が

二
度
に
わ
た
っ
て
受
賞
。

︵
地
域
通
信
員

　本
間

操
︶

▲ポムドール賞（２０１６年）に
　輝いたタムラシードル スイート
　とドライ

シニアライターお知らせ掲示板

﹁
シ
ー
ド
ル
人
気
﹂

弘
前
で
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仲間
外
れはどれだ？仲間

外
れはどれだ？

　　　仲間外れになるものは何でしょうか？
※今回の問題で大事なことは、正解は１つではない！
ということです。見る人によって複数の答えが見つ
かると思いますが、そのどれもが正解です。

　お友達と答えを言い合ってみては？

ちょっと
脳トレ

例 　題　 ① みりん　　② 醤油　　③ みそ

答え（理由） ①（みりんは原料が米、他は大豆）
　　　　　 ③（みそは固形の調味料、他は液体調味料）

問１：① 麦茶　　② 日本酒　　③ オレンジジュース

問２：① ボールペン　　② 消しゴム　　③ 鉛筆

問３：① ふくろう　　② 白鳥　　③ ペンギン

問４：① スイカ　　② 栗　　③ 梨

問５：① キャベツ　　②ニンジン　　③リンゴ

問６：① 1000　　② 3000　　③ 5000　

問７：① 青森　　② 栃木　　③ 京都

答えの一例／問１：②（日本酒はお酒、他はノンアルコール）問２：②（消しゴムは消す道具、他は書く道具）問３：③（ペンギンは飛べない、他は飛べる）問４：①（スイカは夏の
果物、他は秋の果物）問５：③（リンゴは果物、他は野菜）問６：②（日本のお札にない数）問７：①（空港がある県）②（海のない県）

（答えはこのページの下にあります。）

絵
手
紙

輪島 さつえ（青森市）

﹁
優
雅
に
泳
ぐ
赤
い
金
魚
﹂

風晴 貢（青森市） 佐藤 むつ子（青森市）

﹁
天
橋
立
﹂

冬
雲
の

せ
ま
り
て
く
れ
ば

黄
落
の

　
　
　
　
　
光
の
道
に

我
を
立
た
し
む

あ
は
あ
は
と

花
は
葉
の
色

山
帰
来

秋
草
の

実
を
つ
い
ば
み
て

添
う
雀

赤
い

り
ん
ご
が
車
窓
に

香
を
お
く
り

戸
賀
澤

幸
子
さ
ん

鈴
木

リ
ヨ
さ
ん

岩
瀬

テ
イ
さ
ん

風

晴

　貢
さ

ん

︵
十
和
田
市
︶

︵
八
戸
市
︶

︵
青
森
市
︶

︵
青
森
市
︶

俳

　
句

短

　
歌

み
や
こ
う
た

文芸欄

作品紹介

和紙人形「はねと」
川端 芙代（三沢市）

　今号のすこやか長寿コーナーでは「自分の思うがまま、好き
な事を好きな時にする」がポイントのように感じました。皆さ
んも好きな事をしていますか？私は「食欲の秋」にかこつけて

美味しいものを好きな時に好きなだけ食べようと思います！皆さんも
好きな事を好きな時にして楽しい毎日をお過ごしください。

編集
後記

お詫びと訂正
　あすなろ倶楽部 vol.104におきまして、以下の誤りがありました。
訂正してお詫び申し上げます。

２ページ（名所・旧跡めぐり）
誤：吉田 初太郎　

⇦

　正：吉田 初三郎
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